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田辺工業高等学校（全）・機・電・情１年・言文・００１ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

国語 言語文化 ３ １ 全学科・必履修 

 

科目の概要 
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的

に表現する資質・能力を次のとおり育成する。 

学習目標 

(1) 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が

国の言語文化に対する理解を深めることができるようにする。 

(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者と

の関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりする

ことができるようにする。 

(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己

を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他

者や社会に関わろうとする態度を養う。 

教科書 高等学校標準言語文化（第一学習社） 

副教材等 書いて覚える漢字練習ノート（啓隆社） 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

生涯にわたる社会生活に

必要な国語の知識や技能

を身に付けているととも

に、我が国の言語文化に

対する理解を深めてい

る。 

「書くこと」、「読むこと」

の各領域において、論理的

に考える力や深く共感し

たり豊かに想像したりす

る力を伸ばし、他者との関

わりの中で伝え合う力を

高め、自分の思いや考えを

広げたり深めたりしてい

る。 

言葉を通して積極的に他

者や社会に関わったり、

ものの見方、感じ方、考

え方を深めたりしなが

ら、言葉がもつ価値への

認識を深めようとしてい

るとともに、読書に親し

むことで自己を向上さ

せ、我が国の言語文化の

担い手としての自覚をも

とうとしている。 

評価の方法 

・年間５回の定期考査 

・ワークシートの内容 

・授業への取り組み状況 

・ノート、ファイルの整理状況 

・漢字テキストへの取り組み状況と休み明けテスト及び小テストの結果 

担当者より 

（注意事項等） 

国語学習の目的は、言語による相互理解をはかり、より良い人間関係を築き、自身

を成長させることです。そのためには日頃の学習が欠かせません。したがって家庭

学習・読書等を通じて、日頃から論理的思考や共感・想像する力を伸ばすため、訓

練を怠らない必要があります。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

小説 〇 〇  〇 〇     〇 

詩   〇        

短歌・俳句        ○ ○  

古文   〇 ○ ○      

漢文      〇 ○    

 



田辺工業高等学校（全）・機・電・情１年・現国・００２ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

国語 現代の国語 ３ ２ 全学科・必履修 

 

科目の概要 
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的

に表現する資質・能力を次のとおり育成する。 

学習目標 

(1) 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。 

(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者と

の関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりする

ことができるよ うにする。 

(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己

を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他

者や社会に関わろうとする態度を養う。 

教科書 新現代の国語（三省堂） 

副教材等 書いて覚える漢字練習ノート（京都書房） 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

学校生活や身近な社会生

活における様々な関わ

り、実社会において社会

人として活躍していく高

校生が、他者と関わるた

めに必要な国語の知識や

技能について理解する。 

「書くこと」、「読むこと」

の各領域において、論理的

に考える力や深く共感し

たり豊かに想像したりす

る力を伸ばし、他者との関

わりの中で伝え合う力を

高め、自分の思いや考えを

広げたり深めたりしてい

る。 

言葉を通して積極的に他

者や社会に関わったり、

ものの見方、感じ方、考

え方を深めたりしなが

ら、言葉がもつ価値への

認識を深めようとしてい

るとともに、読書に親し

むことで自己を向上さ

せ、我が国の言語文化の

担い手としての自覚をも

とうとしている。 

評価の方法 

・年間５回の定期考査 

・ワークシートの内容 

・授業への取り組み状況 

・ノート、ファイルの整理状況 

・漢字テキストへの取り組み状況と休み明けテスト及び小テストの結果 

担当者より 

（注意事項等） 

国語学習の目的は、言語による相互理解をはかり、より良い人間関係を築き、自身

を成長させることです。そのためには日頃の学習が欠かせません。したがって家庭

学習・読書等を通じて、日頃から論理的思考や共感・想像する力を伸ばすため、訓

練を怠らない必要があります。 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

わかり合うために 〇 〇         

確かな情報を伝えるために  ○         

情報を生かすために   ○ ○       

よりよい読み手・書き手になるために     ○ ○ ○    

場に応じて伝えるために         ○  

説得力を高めるために        ○   

考えを共有していくために          ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・機・電・情３年・文国・００３ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

国語 文学国語 ３ ３ 全学科 

 

科目の概要 
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的

に表現する資質・能力を次のとおり育成する。 

学習目標 

(1) 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が

国の言語文化に対する理解を深めることができるようにする。 

(2) 深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに、創造的に考える力

を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた

り深めたりすることができるようにする。 

(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己

を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他

者や社会に関わろうとする態度を養う。 

教科書 高等学校 標準文学国語(第一学習社) 

副教材等 三訂版 国語の常識 ＰＬＵＳプラス（明治書院） 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

生涯にわたる社会生活

に必要な国語の知識や技

能を身に付けているとと

もに、我が国の言語文化

に対する理解を深めてい

る。 

「書くこと」、「読むこ

と」の各領域において、深

く共感したり豊かに想像

したりする力を伸ばし、創

造的に考える力を養い、他

者との関わりの中で伝え

合う力を高め、自分の思い

や考えを広げたり深めた

りしている。 

言葉を通して積極的に

他者や社会に関わった

り、ものの見方、感じ方、

考え方を深めたりしなが

ら、言葉がもつ価値への

認識を深めようとしてい

るとともに、読書に親し

むことで自己を向上さ

せ、我が国の言語文化の

担い手としての自覚をも

とうとしている。 

評価の方法 

・年間５回の定期考査 

・ワークシートの内容 

・授業への取り組み状況 

・ノート、ファイルの整理状況 

・漢字テキストへの取り組み状況と休み明けテスト及び小テストの結果 

担当者より 

（注意事項等） 

国語学習の目的は、言語による相互理解をはかり、より良い人間関係を築き、自身

を成長させることです。そのためには日頃の学習が欠かせません。したがって家庭

学習・読書等を通じて、日頃から論理的思考や共感・想像する力を伸ばすため、訓

練を怠らない必要があります。 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

現代の小説   〇 〇    〇 ○  

近代の小説 〇 〇 〇  〇 〇 〇    

現代の詩        〇   

近代の詩           

随想    〇       

戦争と文学           

創作をする           

 



田辺工業高等学校（全）・機・電・情２年・地総・０１１ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

地理歴史 地理総合 ２ ２ 全学科・必履修 

 

科目の概要 世界の地理について、古代から現代まで、通史的に学習します。 

学習目標 

１ 世界の自然環境と生活文化を知り、理解する。 

２ 現代の世界を産業、宗教、文化など、多角的に知り、異文化理解を深める

と共に、複雑化していく現代社会で日本人として国際社会の一員となって

いく自覚を身につける。 

教科書 実教出版『地理総合』 

副教材等 自主作成プリント・標準高等地図（帝国書院） 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

地理において基本的

語句や歴史的背景な

どを理解し、日本と世

界との結びつきを理

解できる力を身につ

ける。 

授業時に積極的に問題解

決を図ることができるか。

自分の考えを明確に他者

に伝える力を身につける。 

地理において興味関心を

持ち、主体的に調べ学習

等に取り組める力を身に

つける。 

評価の方法 

下記の１～４の項目をもとに総合的に判断して各学期の成績を判断する 

１、 授業への取り組み 

地理への関心等で判断する 

２、 ノートへの記載内容 

授業内容を適切にまとめられているかを評価する 

３、 レポート作成 

地理に関する時事問題をまとめられているかを評価する 

４、 定期テスト・小テスト 

学習内容に合わせて出題する 

教科からの 

メッセージ 

（注意事項） 

単に地理的知識を得ることは、地理学習の目的ではありません。それをもとに 

して、「では、現在のこの課題についてはどう考えるか？」という問いに答 

えられるようになることを望みます。 

◎年間授業計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

自然環境 ○ ○         

生活文化  ○ ○        

東アジア   ○        

東南アジア・南アジア    ○       

西アジア・アフリカ     ○      

ヨーロッパ      ○     

ロシアと周辺諸国      ○ ○    

北アメリカ        ○   

ラテンアメリカ        ○ ○  

オセアニア         ○ ○ 

 



 

田辺工業高等学校（全）・機・電・情３年・歴総・０１２ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

歴史総合 歴史総合 ２ ３ 全学科・必履修 

 

科目の概要 世界史と日本史を合わせて近現代史を大きくつかむ。 

学習目標 

１ 近代化・国際秩序の変化や大衆化・グローバル化という３つの視点で学び

ます。 

２ 主体的な歴史学習を通して、現代の日本と世界の抱える諸課題について考

察し、国際社会において平和で民主的な国家・社会を形成するために、私

たちが果たすべき役割について考える。 

教科書 東京書籍『詳解 歴史総合』 

副教材等 自主作成プリント・標準高等地図（帝国書院） 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

歴史において基本的語

句や歴史事項を理解

し、歴史背景や日本と

世界との結びつきを理

解できる力を身につけ

る。 

授業時に積極的に問題解

決を図ることができる

か。自分の考えを明確に

他者に伝える力を身につ

ける。 

歴史において興味関心を

持ち、主体的に調べ学習等

に取り組める力を身につ

ける。 

評価の方法 

下記の１～４の項目をもとに総合的に判断して各学期の成績を判断する 

１、 授業への取り組み 

歴史への関心等で判断する 

２、 ノートへの記載内容 

授業内容を適切にまとめられているかを評価する 

３、 レポート作成 

歴史に関する事柄がまとめられているかを評価する 

４、 定期テスト・小テスト 

学習内容に合わせて出題する 

教科からの 

メッセージ 

（注意事項） 

１ 歴史学習に必要な範囲内で地理学習を行うこともあります。白地図を使用

してのプリント作成。 

２ 単に歴史的知識を得ることは、歴史学習の目的ではありません。それをも

とにして、「では、現在のこの課題についてはどう考えますか？」という

問いに答えられるようになることを望みます。 

 

◎年間授業計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 2月 

前近代の日本と世界のつながり ○ ○         

近代化と私たち  ○ ○ ○       

国際秩序の変化や大衆化と私た

ち 
   ○ ○ ○ ○    

グローバル化と私たち       ○ ○ ○  

 



田辺工業高等学校（全）・機・電・情１年・公共・０１３ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

公民 公共 ２ １ 全学科・必履修 

 

科目の概要 現代の社会のあり方や諸課題について、時事的要素も交えつつ学ぶ。 

学習目標 

１ 現代の諸課題を主体的に解決する態度を身につける。 

２ 事実を基に多面的、多角的に考察し公正に判断する力を身につける。 

３ 自分自身の在り方、生き方について考える力の基礎を身につける。 

教科書 公共 （実教出版）  

副教材等 自主作成プリント・標準高等地図（帝国書院） 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

公共において基本的語句

や社会問題などを理解

し、日本と世界との結び

つきを理解できる力を身

につける。 

授業時に積極的に問題解

決を図ることができるか。

自分の考えを明確に他者

に伝えることができてい

るか。 

公共において興味関心を

持ち、主体的に調べ学習

等に取り組める力を身に

つける。 

評価の方法 

下記の１～４の項目をもとに総合的に判断して各学期の成績を判断する 

５、 授業への取り組み 

公共への関心等で判断する 

６、 ノートへの記載内容 

授業内容を適切にまとめられているかを評価する 

７、 レポート作成 

公共に関する事柄がまとめられているかを評価する 

８、 定期テスト・小テスト 

学習内容に合わせて出題する 

担当者より 

（注意事項等） 

現在起こっている様々な出来事について、それはなぜ起こって来たのかを知り、

またそれについて自分なりの考えを持つことが大切です。新聞やニュースなどを

活用し、今の社会の動きについて、積極的に知り、そして考えるように努力して

ください。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 
10

月 

11

月 

12

月 
１月 ２月 

社会を作る私たち ○ ○         

民主社会の倫理  ○ ○        

民主政治のしくみ   ○ ○       

日本国憲法の基本的性格    ○ ○      

現代の経済社会     ○ ○     

日本経済の特質と国民生活      ○ ○    

国際政治の動向と課題       ○ ○   

国際経済の動向と課題         ○ ○ 

 

 



田辺工業高等学校（全）・機・電・情１年・数学Ⅰ・０２１ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

数学 数学Ⅰ ４ １ 全学科・必履修 

 

科目の概要 数と式、図形と計量、２次関数及び集合と命題等について高等数学の基礎を学習する。 

学習目標 

数と式、図形と計量、２次関数及び集合と命題等について理解し、基礎的な知識の習得と

技能の習熟を図り、それらを的確に活用・表現する能力を伸ばすとともに、数学的な見方

や考え方のよさを認識し、主体的に学ぶ態度を身につける。また、中学までの既習事項の

復習を行い、基礎学力の定着を図る。 

教科書 新編 数学Ⅰ（数研出版） 

副教材等 
Study - Upノート 数学Ⅰ（数研出版）、プリント教材、 

スタディサプリ（リクルート） 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

基本的な概念、原理・法則、

用語・記号などを理解し、

事象を数学的に表現・処理

する仕方や推論の方法など

の技能を身につけ、的確に

問題を解決する。 

事象を論理的に考察し表現

したり、思考の過程を振り返

り多面的・発展的に考えたり

することなどを通して、数学

的な見方や考え方を身につ

けている。 

方程式と不等式・２次関数

及び図形と計量に関心をも

ち、数学的な見方や考え方

のよさを認識し、それらを

事象の考察に積極的に活用

して数学的論拠に基づいて

判断しようとする。 

評価の方法 

・年間５回の定期考査 

・授業中の取り組みや発言および小テスト 

・課題等の取り組み 

・ノートの整理状況 

担当者より 

（注意事項等） 

・上記の評価の観点、評価の方法により成績は総合的に評価します。 

・ノートの整理は、板書をそのまま写すのではなく自分なりにまとめましょう。 

・授業中は問題演習にもしっかり取り組みましょう。 

・提出物や課題は必ず提出しましょう。 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

数と式   〇 ○ ○ ○     

集合と命題         ○ ○ 

２次関数      ○ ○ ○ ○  

図形と計量 ○ ○ ○        

データの分析          ○ 

 



 田辺工業高等学校（全）・機・電・情２年・数学Ⅱ・０２２ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

数学 数学Ⅱ  ３ ２ 全学科 

 

科目の概要 方程式・式と証明・三角関数・指数関数・対数関数等について学習する。 

学習目標 

方程式・式と証明・三角関数・指数関数・対数関数等について理解し、基礎的な知識

の習得と技能の習熟を図り、それらを的確に活用・表現する能力を伸ばすとともに、

数学的な見方や考え方のよさを認識し、主体的に学ぶ態度を身につける。 

教科書 新編 数学Ⅱ（数研出版） 

副教材等 Study - Upノート 数学Ⅱ（数研出版）及び プリント教材 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

基本的な概念、原理・法

則、用語・記号などを理

解し、事象を数学的に表

現・処理する仕方や推論

の方法などの技能を身

につけ、的確に問題を解

決する。 

事象を論理的に考察し表現

したり、思考の過程を振り

返り多面的・発展的に考え

たりすることなどを通し

て、数学的な見方や考え方

を身につけている。 

 

方程式・式と証明・三角関数・

指数関数と対数関数等に関心

をもち、数学的な見方や考え

方のよさを認識し、それらを

事象の考察に積極的に活用し

て数学的論拠に基づいて判断

しようとする。 

評価の方法 

・年間５回の定期考査 

・授業中の取り組みや発言及び小テスト 

・課題等の取り組み 

・ノートの整理状況 

担当者より 

（注意事項等） 

・上記の評価の観点、評価の方法により成績は総合的に評価します。 

・ノートの整理は、板書をそのまま写すのではなく自分なりにまとめましょう。 

・授業中は問題演習にもしっかり取り組みましょう。 

・提出物や課題は必ず提出しましょう。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

整式・分数式の計算 ○ ○         

式と証明  ○ ○        

複素数・２次方程式   ○ ○       

高次方程式    ○ ○      

三角関数     ○ ○     

指数関数      〇 〇    

対数関数       〇 〇 〇  

微分係数と導関数         〇 〇 

 



田辺工業高等学校（全）・機・電・情２年・数Ａ・０２３ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

数学 数学Ａ  ２ ２ 全学科・選択 

 

科目の概要 場合の数・確率・図形・整数の性質を学習する。 

学習目標 

場合の数・確率・図形・整数の性質について理解し、基礎的な知識の習得と技能の習

熟を図り、それらを的確に活用・表現する能力を伸ばすとともに、数学的な見方や考

え方のよさを認識し、主体的に学ぶ態度を身につける。 

教科書 新編 数学A（数研出版） 

副教材等 Study - Upノート 数学A（数研出版）及び プリント教材 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

基本的な概念、原理・法

則、用語・記号などを理

解し、事象を数学的に表

現・処理する仕方や推論

の方法などの技能を身に

つけ、的確に問題を解決

する。 

事象を論理的に考察し表現

したり、思考の過程を振り

返り多面的・発展的に考え

たりすることなどを通し

て、数学的な見方や考え方

を身につけている。 

場合の数・確率及び整数の

性質に関心をもち、数学的

な見方や考え方のよさを認

識し、それらを事象の考察

に積極的に活用して数学的

論拠に基づいて判断しよう

とする。 

評価の方法 

・年間５回の定期考査 

・授業中の取り組みや発言及び小テスト 

・課題等の取り組み 

・ノートの整理状況 

担当者より 

（注意事項等） 

・上記の評価の観点、評価の方法により成績は総合的に評価します。 

・ノートの整理は、板書をそのまま写すのではなく自分なりにまとめましょう。 

・授業中は問題演習にもしっかり取り組みましょう。 

・提出物や課題は必ず提出しましょう。 

・大学、看護学校等への進学に必要になることが多い科目です。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

集合の要素の個数 ○          

順列  ○ ○        

組合せ   ○ ○       

確率とその基本性質    〇 ○      

いろいろな確率の計算     〇 ○     

図形の性質      〇 ○ 〇   

約数と倍数、素数         〇  

互除法と不定方程式         〇 〇 

整数の性質の活用          ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・機・電・情３年・数学Ⅱ・０２４ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

数学 数学Ⅱ  ２ ３ 全学科 

 

科目の概要 図形と方程式・微分法と積分法について学習する。 

学習目標 

図形と方程式・微分法と積分法について理解し、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図

り、それらを的確に活用・表現する能力を伸ばすとともに、数学的な見方や考え方のよ

さを認識し、主体的に学ぶ態度を身につける。 

教科書 新編 数学Ⅱ（数研出版） 

副教材等 Study - Upノート 数学Ⅱ（数研出版）及び プリント教材 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

基本的な概念、原理・法

則、用語・記号などを理

解し、事象を数学的に表

現・処理する仕方や推論

の方法などの技能を身

につけ、的確に問題を解

決する。 

事象を論理的に考察し表現

したり、思考の過程を振り

返り多面的・発展的に考え

たりすることなどを通し

て、数学的な見方や考え方

を身につけている。 

 

図形と方程式・微分法と積分法

に関心をもち、数学的な見方や

考え方のよさを認識し、それら

を事象の考察に積極的に活用

して数学的論拠に基づいて判

断しようとする。 

評価の方法 

・年間５回の定期考査 

・授業中の取り組みや発言及び小テスト 

・課題等の取り組み 

・ノートの整理状況 

担当者より 

（注意事項等） 

・上記の評価の観点、評価の方法により成績は総合的に評価します。 

・ノートの整理は、板書をそのまま写すのではなく自分なりにまとめましょう。 

・授業中は問題演習にもしっかり取り組みましょう。 

・提出物や課題は必ず提出しましょう。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 2月 

微分係数と導関数 ○ 〇         

関数の値の変化  ○ 〇        

積分法    ○ ○      

点と直線      ○ ○    

円        ○   

軌跡と領域         ○  

 



田辺工業高等学校（全）・機・電・情３年・数Ｂ・０２５ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

数学 数学Ｂ  ２ ３ 全学科・選択 

 

科目の概要 数列・統計的な推測について学習する。 

学習目標 

数列・統計的な推測について理解し、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、それら

を的確に活用・表現する能力を伸ばすとともに、数学的な見方や考え方のよさを認識し、

主体的に学ぶ態度を身につける。 

教科書 新編 数学Ｂ（数研出版） 

副教材等 Study - Upノート 数学B（数研出版）及び プリント教材 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

基本的な概念、原理・法則、

用語・記号などを理解し、

事象を数学的に表現・処理

する仕方や推論の方法など

の技能を身につけ、的確に

問題を解決する。 

事象を論理的に考察し表現

したり、思考の過程を振り

返り多面的・発展的に考え

たりすることなどを通し

て、数学的な見方や考え方

を身につけている。 

数列・統計的な推測に関心

をもち、数学的な見方や考

え方のよさを認識し、それ

らを事象の考察に積極的

に活用して数学的論拠に

基づいて判断しようとす

る。 

評価の方法 

・年間５回の定期考査 

・授業中の取り組みや発言及び小テスト 

・課題等の取り組み 

・ノートの整理状況 

担当者より 

（注意事項等） 

・上記の評価の観点、評価の方法により成績は総合的に評価します。 

・ノートの整理は、板書をそのまま写すのではなく自分なりにまとめましょう。 

・授業中は問題演習にもしっかり取り組みましょう。 

・提出物や課題は必ず提出しましょう。 

・大学進学等で必要になる場合もある科目です。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 2月 

等差数列と等比数列 ○ ○         

いろいろな数列  ○ ○        

漸化式と数学的帰納法   ○ ○ ○      

確率分布      ○ ○    

統計的な推測        ○ ○  

 

 



田辺工業高等学校（全）・機・電・情１年・物理基・０３１ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

理科 物理基礎 ２ １ 全学科・必履修 

 

科目の概要 

中学校で学習した内容を基礎として、日常生活や社会との関連を図りながら物体の
運動などの様々な物理現象やエネルギーへの関心を高め、観察、実験などを通して
物理学的に探究する能力と態度を育てるとともに、物理学の基本的な概念や原理・
法則、物理学の果たす役割を理解し、科学的な見方や考え方を養う科目である。 

学習目標 

日常生活や社会との関連を図りながら、物体の運動と様々なエネルギーについて理
解するとともに、 観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにし、
観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。 

教科書 啓林館 高等学校 考える物理基礎 

副教材等 啓林館 サンダイヤル 物理の基本練習 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 

日常生活や社会との関連
を図りながら、物体の運
動と様々なエネルギーに
ついての観察、実験など
を行うことを通して、物
体の運動と様々なエネル
ギーに関する概念や原
理・法則の理解を図ると
ともに、科学的に探究す
るために必要な観察、実
験などに関する基本的な
技能を身に付ける。 

物体の運動と様々なエネ
ルギーを対象に、探究の過
程を通して、情報の収集、
仮説の設定、実験の計画、
実験による検証、実験デー
タの分析・解釈、法則性の
導出などの探究の方法を
習得させるとともに、報告
書を作成させたり発表さ
せたりして、科学的に探究
することができる。 

物体の運動と様々なエネ
ルギーに対して主体的に
関わり、それらの事物・
現象に対する気付きから
課題を設定し解決しよう
とする態度など、科学的
に探究しようとすること
ができる。 

評価の方法 

下記の①～⑤の項目をもとに、各学期の成績を判断する。 
① 授業への取り組み 

物理への関心等で判断する。 
② ノートへの記載内容 

授業内容を適切にノート・プリントにまとめられているかを評価する。 
③ 観察や実験での取り組み 

予想や考察内容、実験器具の取り扱い方、レポート等から評価する。 
④ 教科書や問題集の問題への取り組み 

提出物を手がかりに、各問題への取り組みを評価する。 
⑤ 定期考査や小テスト 

学習内容に合わせて問題を出題する。 
担当者より 

（注意事項等） 
予習・復習をして物理現象について関心を持って欲しい。 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

物体の運動 ○ ○         

力と運動  ○ ○        

仕事とエネルギー   ○ ○ ○ ○     

熱とエネルギー      ○ ○    

波とエネルギー       ○ ○   

電気とエネルギー        ○ ○  

エネルギーとその利用         ○ ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・機・電・情 ２年・化学基・０３２ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

理科 化学基礎 ２ ２ 全学科 

 

科目の概要 
自然の事物や現象、また実験を通して、自然における化学の基本的な概念や原理･
法則を理解し、自然に対して科学的に考察する態度･能力を養う。 

学習目標 
理論的にさまざまな物質の構造（原子･分子･イオン）を考える。 
さまざまな物質の変化を通して化学の基本的な原理･法則を理解する。 
科学的に探究する態度と能力を身につける。 

教科書 数研 新編 化学基礎 

副教材等 数研 フォローアップドリル化学基礎①・②  

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

化学と物質についての実
験などを通して、化学現
象について理解している
とともに、科学的に探究
するために必要な実験な
どに関する基本操作や記
録などの基本的な技能を
身に付けている。 

化学現象について、問題
を見いだし見通しをもっ
て実験などを行い、科学
的に考察し表現している
など、科学的に探究して
いる。 

化学現象に関する事物・
現象について主体的に関
り、見通しをもったり振
り返ったりするなど、科
学的に探究しようとして
いる。 

評価の方法 

下記の①～⑤の項目をもとに、各学期の成績を判断する。 
① 授業への取り組み 

化学への関心等で判断する。 
② ノートへの記載内容 

授業内容を適切にノート・プリントにまとめられているかを評価する。 
③ 観察や実験での取り組み 

予想や考察内容、実験器具の取り扱い方、レポート等から評価する。 
④ 教科書や問題集の問題への取り組み 

提出物を手がかりに、各問題への取り組みを評価する。 
⑤ 定期考査や小テスト 

学習内容に合わせて問題を出題する。 

担当者より 
（注意事項等） 

予習・復習をして化学現象について関心を持って欲しい。 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

物質の成分 ○ ○         

物質の構成元素  ○ ○        

原子の構造と元素の周
期表 

  ○ ○ ○ ○     

化学結合      ○ ○    

物質量と化学反応式       ○ ○   

酸と塩基        ○ ○  

酸化還元反応         ○ ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・機・電・情 ２年・物理・０３３ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

理科 物理 ２ ２ 全学科・選択 

 

科目の概要 

「物理基礎」との関連を図りながら、更に進んだ物理学的な方法で自然の事物・
現象を取り扱い、観察、実験などを通して、物理学的に探究する能力と態度を身
につけ、物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自然観を育
てる科目である。 

学習目標 
物理的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを
行い、物理学的に探究する能力と態度を身につけるとともに、物理学の基本的な
概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自然観を育成する。 

教科書 啓林館 高等学校 物理  

副教材等 啓林館 サンダイヤル 物理の基本練習 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 

物体の運動とさまざまな
エネルギーについて、基
本的な概念や原理・法則
を理解し、知識を身に付
けるとともに、観察、実
験などを行い、基本操作
を習得するとともに、そ
れらの過程や結果を的確
に記録、整理し、自然の
事物・現象を科学的に探
究する技能の基礎を身に
付けている。 

物体の運動とさまざまな
エネルギーに関する事
物・現象の中に問題をみ
いだし、探究する過程を
通して、事象を科学的に
考察し、導き出した考え
を的確に表現している。 

日常生活や社会との関
連を図りながら物体の
運動とさまざまなエネ
ルギーについて関心を
もち、意欲的に探究しよ
うとするとともに、科学
的な見方や考え方を身
に付けている。 

評価の方法 

下記の①～⑤の項目をもとに、各学期の成績を判断する。 
① 授業への取り組み 

物理への関心等で判断する。 
② ノートへの記載内容 

授業内容を適切にノート・プリントにまとめられているかを評価する。 
③ 観察や実験での取り組み 

予想や考察内容、実験器具の取り扱い方、レポート等から評価する。 
④ 教科書や問題集の問題への取り組み 

提出物を手がかりに、各問題への取り組みを評価する。 
⑤ 定期考査や小テスト 

学習内容に合わせて問題を出題する。 

担当者より 
（注意事項等） 

予習・復習をして物理現象について関心を持って欲しい。 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

物体の運動と剛体のつり合い ○ ○         

運動量と力積  ○ ○        

円運動と単振動    ○ ○      

万有引力      ○     

気体分子の運動      ○ ○    

波の性質        ○   

音と光         ○ 〇 

 



田辺工業高等学校（全）・機・電・情 ３年・科人・０３４ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

理科 科学と人間生活 ２ ３ 全学科・必履修 

 

科目の概要 

既習の物理基礎と化学基礎との関連を図りながら、さらに進んだ科学的な方法で自
然の事物・現象を取り扱う。観察・実験などを通して、科学的に探究する能力を身
につけ、科学全般にわたる基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自然
観を育てる科目である。 

学習目標 

自然と人間生活とのかかわりおよび科学技術が人間生活に果たしてきた役割に
ついて、身近な事物・現象に関する観察、実験などを、見通しをもって行うことな
どを通して理解し、自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力
を育成する。 

教科書 第一学習社 高等学校 科学と人間生活 

副教材等 第一学習社 ネオパルノート 高等学校 科学と人間生活 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 

自然と人間生活とのか
かわりおよび科学技術と
人間生活とのかかわりに
ついて理解しているとと
もに、科学的に探究する
ために必要な観察・実験
などに関する技能を身に
付けている。 

人間生活と関連のある
自然の事物や現象の中に
問題を見出し、見通しをも
って実験・観察・調査など
を行うとともに、ものごと
を実証的・論理的に考察し
たり分析したりすること
により、総合的に判断し、
それを表現することがで
きる。 

自然の事物・現象に進
んでかかわり、科学的に
探究しようとする態度が
養われている。自然の原
理・法則や科学技術の発
展と人間生活とのかかわ
りについて社会が発展す
るための基盤となる科学
に対する興味・関心を高
めている。 

評価の方法 

下記の①～⑤の項目をもとに、各学期の成績を判断する。 
① 授業への取り組み 

科学への関心等で判断する。 
② ノートへの記載内容 

授業内容を適切にノート・プリントにまとめられているかを評価する。 
③ 観察や実験での取り組み 

予想や考察内容、実験器具の取り扱い方、レポート等から評価する。 
④ 教科書や問題集の問題への取り組み 

提出物を手がかりに、各問題への取り組みを評価する。 
⑤ 定期考査や小テスト 

学習内容に合わせて問題を出題する。 

担当者より 
（注意事項等） 

予習・復習をして身近な科学現象について関心を持って欲しい。 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

序章 ○          

物質の科学  ○ ○        

生命の科学   〇 ○ ○      

熱や光の科学      ○ ○    

地球や宇宙の科学       ○ ○   

これからの科学と人間生活         ○  

 



田辺工業高等学校（全）・機・電・情 ３年・物理・０３５ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

理科 物理 ２ ３ 全学科・選択 

 

科目の概要 

「物理基礎」との関連を図りながら、更に進んだ物理学的な方法で自然の事物・
現象を取り扱い、観察、実験などを通して、物理学的に探究する能力と態度を身
につけ、物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自然観を育
てる科目である。 

学習目標 
物理的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを
行い、物理学的に探究する能力と態度を身につけるとともに、物理学の基本的な
概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自然観を育成する。 

教科書 啓林館 高等学校 物理 

副教材等 啓林館 サンダイヤル 物理の基本練習 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 

物体の運動とさまざまな
エネルギーについて、基
本的な概念や原理・法則
を理解し、知識を身に付
けるとともに、観察、実
験などを行い、基本操作
を習得するとともに、そ
れらの過程や結果を的確
に記録、整理し、自然の
事物・現象を科学的に探
究する技能の基礎を身に
付けている。 

物体の運動とさまざまな
エネルギーに関する事
物・現象の中に問題をみ
いだし、探究する過程を
通して、事象を科学的に
考察し、導き出した考え
を的確に表現している。 

日常生活や社会との関
連を図りながら物体の
運動とさまざまなエネ
ルギーについて関心を
もち、意欲的に探究しよ
うとするとともに、科学
的な見方や考え方を身
に付けている。 

評価の方法 

下記の①～⑤の項目をもとに、各学期の成績を判断する。 
① 授業への取り組み 

物理への関心等で判断する。 
② ノートへの記載内容 

授業内容を適切にノート・プリントにまとめられているかを評価する。 
③ 観察や実験での取り組み 

予想や考察内容、実験器具の取り扱い方、レポート等から評価する。 
④ 教科書や問題集の問題への取り組み 

提出物を手がかりに、各問題への取り組みを評価する。 
⑤ 定期考査や小テスト 

学習内容に合わせて問題を出題する。 

担当者より 
（注意事項等） 

予習・復習をして物理現象について関心を持って欲しい。 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

電界と電位 ○ ○         

電流   ○ ○       

電流と磁界    ○ ○      

電磁誘導と電磁波     ○ ○ ○    

電子と光       ○ ○   

原子・原子核・素粒子         ○  

物理学が築く未来         ○  

 



田辺工業高等学校（全）・機・電・情 １年・体育・０４１ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

保健体育 体育 ３ １ 全学科・必履修 

 

科目の概要 
生涯にわたって運動が継続してできるように各種の運動の特性に応じた技能の習得お

よび自他の健康･安全についての理解を深める。 

学習目標 

生徒が運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを深く味わうこと

ができるようにするとともに、運動の多様性や体力の必要性の理解を基に技能を身に

つけることを目指す。 

教科書 ステップアップ高校スポーツ（大修館） 

副教材等  

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

生涯を通して運動を合理的

に実践することができる基

礎的・基本的な技能を身に

つけるとともに、各種の特

性やルールを理解してい

る。 

集団活動において自己の態

度や活動が正しい判断のも

とで行われている。また進

んで課題解決に取り組み、

その過程や方法が自己の能

力や種目の特性を理解した

ものの見方、考え方や表現

の仕方で行われている。 

運動の合理的な実践ができ

るように集団活動の中での

自己の役割や責任を果たし

ながら、自他の安全に留意

し、自ら学び、課題を解決

しようとする姿勢が見ら

れ、積極的に授業に取り組

もうとしている。 

評価の方法 

下記の項目をもとに、各学期の成績を総合的に判断する。 

・授業への参加状況（自ら進んで主体的に授業に参加できている） 

・授業への取り組み（集団活動におけるルールやマナーが守れている） 

・技能テストの実施（技能の習得状況や体育理論知識理解テストを行う） 

・ワークシートの提出（自ら課題を見つけ、解決できるようまとめられている）  

担当者より 

（注意事項等） 

下記内容を特に注意しながら活動してほしい。 

・自ら積極的に健康・体力の保持増進を図り、各種目の技能向上に努める。 

・集団における自己の責任・役割を理解し、その責務を果たしながら活動する。 

・集団活動を通して互いに協力し、自他の安全に留意しながら活動する。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

体つくり運動 ○ ○      ○ ○ ○ 

バレーボール  ○ ○ ○       

器械運動  ○ ○ ○       

柔道     ○ ○ ○ ○   

ソフトボール     ○ ○ ○ ○   

サッカー     ○ ○ ○ ○   

バドミントン     ○ ○ ○ ○   

陸上競技（持久走）         ○ ○ 

体育理論   ○   ○    ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・機・電・情 １年・保健・０４２ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

保健体育 保健 １ １ 全学科・必履修 

 

科目の概要 

個人および社会生活における健康・安全に関する理解を通して健康についての総合的な

認識を深め、生涯を通じて自他や社会の健康に関する課題を解決していくための資質や

能力の育成を図る。 

学習目標 

個人および社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、健康について

の自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて適切に施行し判断できる

ようになる。 

教科書 現代高等保健体育（大修館） 

副教材等 現代高等保健体育ノート（大修館書店） 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

現代の健康問題や新

しい時代の健康の考

え方、安全な社会づく

りに関する知識や技

能を深めている。 

健康にかかわる諸問題に

ついての知識を深め、課題

の解決を目指しながら自

己の思いや考えを深めた

り広めたりしている。 

健康にかかわる諸問題について

興味関心をもち、それらの課題解

決を目指すためにものの見方、考

え方を深めようと積極的に取り

組めている。 

評価の方法 

下記の項目をもとに、各学期の成績を総合的に判断する。 

・授業への参加状況（自ら進んで主体的に授業に参加できている） 

・授業への取り組み（集団におけるルールやマナーが守れている） 

・ワークシート提出（自ら課題を見つけ、解決できるようまとめられている） 

・考査の実施（定期考査、小テストを各学期に実施する） 

担当者より 

（注意事項等） 

多様化する現代社会において心身の健康の保持増進が大きな課題であるため、積極的な

授業参画により、生涯を通じて健康・安全に生活していくための基礎的な知識および技

能を身に付けて欲しい。 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

健康の考え方と成り立ち ○          

私たちの健康のすがた  ○         

生活習慣病の予防と回復  ○         

がんの原因と予防   ○        

がんの治療と回復   ○        

運動と健康    ○       

食事と健康    ○       

休養・睡眠と健康    ○       

喫煙と健康     ○      

飲酒と健康     ○      

薬物乱用と健康     ○      

精神疾患の特徴      ○     

精神疾患の予防      ○     

精神疾患からの回復      ○     

現代の感染症       ○    

感染症の予防       ○    

性感染症・エイズとその予防       ○    

健康に関する意思決定・行動選択        ○   

健康に関する環境づくり        ○   

事故の現状と発生原因         ○  

安全な社会の形成         ○  

交通における安全         ○  

応急手当の意義とその基本          ○ 

日常的な応急手当          ○ 

心肺蘇生法          ○ 



田辺工業高等学校（全）・機・電・情 ２年・体育・０４３ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

保健体育 体育 ２ ２ 全学科・必履修 

 

科目の概要 
生涯にわたって運動が継続してできるように各種の運動の特性に応じた技能の習得

および自他の健康･安全についての理解を深める。 

学習目標 

運動についての自己や仲間の課題や豊かなスポーツライフを継続するための課題を発

見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断する力を養うとともに、解決の仕方

や気付き等を他者に伝える力を養うことを目指す。 

教科書 ステップアップ高校スポーツ（大修館） 

副教材等  

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

生涯を通して運動を合理的

に実践することができる基

礎的・基本的な技能を身に

つけるとともに、各種の特

性やルールを理解してい

る。 

集団活動において自己の態

度や活動が正しい判断のも

とで行われている。また進

んで課題解決に取り組み、

その過程や方法が自己の能

力や種目の特性を理解した

ものの見方、考え方や表現

の仕方で行われている。 

運動の合理的な実践ができ

るように集団活動の中での

自己の役割や責任を果たし

ながら、自他の安全に留意

し、自ら学び、課題を解決

しようとする姿勢が見ら

れ、積極的に授業に取り組

もうとしている。 

評価の方法 

下記の項目をもとに、各学期の成績を総合的に判断する。 

・授業への参加状況（自ら進んで主体的に授業に参加できている） 

・授業への取り組み（集団活動におけるルールやマナーが守れている） 

・技能テストの実施（技能の習得状況や体育理論知識理解テストを行う） 

・ワークシートの提出（自ら課題を見つけ、解決できるようまとめられる）  

担当者より 

（注意事項等） 

下記内容を特に注意しながら活動してほしい。 

・自ら積極的に健康・体力の保持増進を図り、各種目の技能向上に努める。 

・集団における自己の責任・役割を理解し、その責務を果たしながら活動する。 

・集団活動を通して互いに協力し、自他の安全に留意しながら活動する。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

体つくり運動 ○ ○      ○ ○ ○ 

バスケットボール     ○ ○ ○ ○   

ソフトテニス     ○ ○ ○ ○   

陸上競技（三段跳）  ○ ○ ○       

陸上競技（ハードル走）  ○ ○ ○       

陸上競技（持久走）         ○ ○ 

体育理論   ○   ○    ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・機・電・情 ２年・保健・０４４ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

保健体育 保健 １ ２ 全学科・必履修 

 

科目の概要 

個人および社会生活における健康・安全に関する理解を通して健康についての総合的な

認識を深め、生涯を通じて自他や社会の健康に関する課題を解決していくための資質や

能力の育成を図る。 

学習目標 

自他や社会の健康についての課題を発見し、目的や状況に応じて他者へ伝える力を養う

とともに、生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれらを支える環境づくりの趣旨を理

解し、合理的、計画的な解決に向けて適切に意思決定・行動・判断できるようになる。 

教科書 現代高等保健体育（大修館） 

副教材等 現代高等保健体育ノート（大修館書店） 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む態

度 

各期における健康の諸問題

について、課題の解決に役

立つ事項を理解し、課題の

解決に向けて知識を深め技

能や発表ができている。 

さまざまな健康問題につい

ての基礎的知から、課題の解

決を目指すために自らが考

え、判断・工夫し、それらを

表現することができている。 

健康にかかわる諸問題につ

いて興味関心をもち、それ

らの課題解決を目指すため

にものの見方、考え方を深

めようと積極的に取り組め

ている。 

評価の方法 

下記の項目をもとに、各学期の成績を総合的に判断する。 

・授業への参加状況（自ら進んで主体的に授業に参加できている） 

・授業への取り組み（集団におけるルールやマナーが守れている） 

・ワークシート提出（自ら課題を見つけ、解決できるようまとめられている） 

・考査の実施（定期考査、小テストを各学期に実施する） 

担当者より 

（注意事項等） 

多様化する現代社会において心身の健康の保持増進が大きな課題であるため、積極的な

授業参画により、生涯を通じて健康・安全に生活していくための基礎的な知識および技

能を身に付けて欲しい。 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

ライフステージと健康 ○          

思春期と健康 ○          

性意識と性行動の選択  ○         

妊娠・出産と健康  ○         

避妊法と人工妊娠中絶   ○        

結婚生活と健康   ○        

中高年期と健康    ○       

働くことと健康    ○       

労働災害と健康     ○      

健康的な職業生活     ○      

大気汚染と健康      ○     

水質汚濁、土壌汚染と健康      ○     

環境と健康にかかわる対策       ○    

ごみの処理と上下水道の整備       ○    

食品の安全性        ○   

食品衛生にかかわる活動        ○   

保健サービスとその活用         ○  

医療サービスとその活用         ○  

医薬品の制度とその活用         ○  

さまざまな保健活や社会的対策          ○ 

健康に関する環境づくりと社会参加          ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・機・電・情 ３年・体育・０４５ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

保健体育 体育 ２ ３ 全学科・必履修 

 

科目の概要 
生涯にわたって運動が継続してできるように各種の運動の特性に応じた技能の習得

および自他の健康･安全についての理解を深める。 

学習目標 

運動における競争や協働の経験を通して、公正、協力、責任、参画、共生などの意欲

を育てるとともに、健康・安全を確保し、運動に主体的に取り組み、生涯にわたって

継続して運動に親しむ態度を養うことを目指す。 

教科書 ステップアップ高校スポーツ（大修館） 

副教材等  

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

生涯を通して運動を合理的

に実践することができる基

礎的・基本的な技能を身に

つけるとともに、各種の特

性やルールを理解してい

る。 

集団活動において自己の態

度や活動が正しい判断のも

とで行われている。また進

んで課題解決に取り組み、

その過程や方法が自己の能

力や種目の特性を理解した

ものの見方、考え方や表現

の仕方で行われている。 

運動の合理的な実践ができ

るように集団活動の中での

自己の役割や責任を果たし

ながら、自他の安全に留意

し、自ら学び、課題を解決

しようとする姿勢が見ら

れ、積極的に授業に取り組

もうとしている。 

評価の方法 

下記の項目をもとに、各学期の成績を総合的に判断する。 

・授業への参加状況（自ら進んで主体的に授業に参加できている） 

・授業への取り組み（集団活動におけるルールやマナーが守れている） 

・技能テストの実施（技能の習得状況や体育理論知識理解テストを行う） 

・ワークシートの提出（自ら課題を見つけ、解決できるようまとめられている）  

担当者より 

（注意事項等） 

下記内容を特に注意しながら活動してほしい。 

・自ら積極的に健康・体力の保持増進を図り、各種目の技能向上に努める。 

・集団における自己の責任・役割を理解し、その責務を果たしながら活動する。 

・集団活動を通して互いに協力し、自他の安全に留意しながら活動する。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

体つくり運動 ○          

陸上（走り幅跳び） ○ ○ ○ ○       

陸上（走り高跳び） ○ ○ ○ ○       

ソフトボール     ○ ○ ○ ○ ○  

バレーボール ○ ○ ○ ○     ○  

ソフトテニス     ○ ○ ○ ○   

サッカー ○ ○ ○ ○     ○  

バスケットボール     ○ ○ ○ ○ ○  

バドミントン     ○ ○ ○ ○   

体育理論 ○   ○    ○ ○  

 

 



田辺工業高等学校（全）・機・電・情１年・音楽Ⅰ・０５１ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

芸術 音楽Ⅰ ２ １ 全学科・選択・必履修 

 

科目の概要 
「音楽Ⅰ」は、中学校音楽科における学習を基礎にして、歌唱、器楽、創作の表現、

及び鑑賞についての幅広い活動を展開する。 

学習目標 
音楽の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中

の音や音楽、音楽文化と幅広く関わる資質・能力を身につける。 

教科書 MOUSA１（教育芸術社） 

副教材等 プリント（音楽史・歌詞等） 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

曲想と音楽の構造や文化

的・歴史的背景などとの

関わり及び音楽の多様性

について理解するととも

に、創意工夫を生かした

音楽表現をするために必

要な技能を身に付けてい

る。 

自己のイメージをもって

音楽表現を創意工夫する

ことや、音楽を評価しなが

らよさや美しさを自ら味

わって聴くことができる。 

主体的・協働的に音楽の

幅広い活動に取り組み、

生涯にわたり音楽を愛好

する心情を育んでいる。

また、感性を高め、音楽

文化に親しみ、音楽によ

って生活や社会を明るく

豊かなものにしていくこ

とができる。 

評価の方法 

観点別に得点化し、総合的に評価します。 

授業への取り組み状況、楽器等の片付けや整理等も評価の対象とします。 

また、各学期に実施する歌唱テストも評価します。 

担当者より 

（注意事項等） 

音楽の楽しさを知り、豊かな心を育てて下さい。授業を受けるにあたり、理由のな

い遅刻や欠席、忘れ物などが無いよう注意して下さい。また、授業に不必要なもの

は持ち込まないようにして下さい。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

声を意識して歌う ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

音楽のしくみ  ○ ○  ○ ○     

楽器を演奏する   ○ ○ ○      

音楽の鑑賞    ○  ○  ○   

創作を取り入れた表現活動         ○ ○ 

  



田辺工業高等学校（全）・機・電・情１年・書道Ⅰ・０５２ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

芸術 書道Ⅰ ２ １ 全学科・選択・必履修 

 

科目の概要 

「書道Ⅰ」は、中学校国語科の書写における学習を基礎にして、漢字仮名交じりの

書、漢字の書、仮名の書についての表現、及び鑑賞についての幅広い活動を展開す

る。 

学習目標 
書道の幅広い活動を通して、書に関する見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の 

文字や書、書の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を身につける。 

教科書 書Ⅰ（光村図書） 

副教材等 書に関する見本等（自主制作したもの） 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

書の表現の方法や形式、

多様性などについて幅広

く理解するとともに、書

写能力の向上を図り、書

の伝統に基づき、効果的

に表現するための基礎的

な技能を身につけてい

る。 

書のよさや美しさを感受

し、意図に基づいて構想し

表現を工夫したり、作品や

書の伝統と文化の意味や

価値を考え、書の美を味わ

い捉えたりすることがで

きる。 

主体的に書の幅広い活動

に取り組み、生涯にわた

り書を愛好する心情を育

んでいる。また、感性を

高め、書の伝統と文化に

親しみ、書を通して心豊

かな生活や社会を創造し

ていくことができる。 

評価の方法 

評価の観点を踏まえ、総合的に評価を行います。 

授業への取り組み状況、用具の取り扱いや片付け等も評価の対象とします。 

各自が制作した作品も評価の対象とします。 

担当者より 

（注意事項等） 

基本的用筆など古典作品から学び、いろいろな書体、条幅作品等、書写とは違う創

作の楽しさを味わってほしいと思います。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

書写の確認 ○          

姿勢・執筆法  ○ ○        

漢字の書を学ぶ    ○       

楷書    ○       

行書     ○      

草書     ○ ○     

仮名の書       ○ ○   

漢字仮名交じりの書         ○ ○ 

  



田辺工業高等学校（全）・機・電・情１年・英コⅠ・０６１ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

外国語 
英語 

コミュニケーションⅠ 
３ １ 全学科・必履修 

 

科目の概要 
中学校におけるコミュニケーションを図る資質・能力を育成するための総合的な指導を踏まえ、

五つの領域別の言語活動および複数の領域を結びつけた統合的な言語活動を通して、総合的に指

導する。 

学習目標 

実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身につける。日常的な話題や社会的な話題

について、英語を聞いたり読んだりして、情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手

の意図などを的確に捉えたり、自分自身の考えをまとめたりすることができるようになる。伝え

る内容を整理し、要点や意図などを明確にしながら、英語で話したり書いたりして、情報や考え

などを適切に表現することができるようになる。 

教科書 COMET English CommunicationⅠ（数研出版） 

副教材等 
改訂版 COMET 英単語（数研出版）、改訂版 COMET 英単語学習ノート①（数研出版）、 

COMET English CommunicationⅠ ベーシックノート（数研出版） 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

音声や語彙、表現、文法、言語

の働きなどの理解を深めると

ともに、それらの言語材料と言

語活動とを効果的に関連付け、

実際のコミュニケーションに

おいて活用できる技能を身に

つけている。 

コミュニケーションを行う目

的や場面、状況などに応じて、

情報を整理しながら考えなど

を形成し、これらを論理的に適

切な英語で表現することを通

して、概要や要点、意図などを

的確に捉えたり、情報や自分自

身の考えなどを適切に表現し

たりしている。 

英語の背景にある文化に対す

る理解を深め、相手に配慮しな

がら、主体的、自律的に英語を

用いてコミュニケーションを

図ろうとしている。 

評価の方法 

・定期考査  

・小テスト ・パフォーマンステスト 

・授業への取り組み状況 

・課題等への取り組み状況 

担当者より 

（注意事項等） 

・上記の評価の観点、評価の方法を踏まえ、総合的に評価します。 

・英語のコミュニケーション能力を養うために、基礎･基本を徹底し、反復練習します。 

・自分のことや与えられたテーマについて英語で表現する機会を設けます。間違いを恐れず、チ

ャレンジしてください。 

・調べ学習や発表等の活動に積極的に取り組み、学びを深めましょう。 

◎年間学習計画 

学習内容 4 月 5 月 6 月 7 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 

(Introduction)アルファベット、英語で使う表現 ○          

(Get Ready!) be 動詞、一般動詞、否定文、疑問文 ○          

(L1) What Did You Do in Japan? ○ ○         

(L2) When Do You Feel Happy?  ○ ○        

(L3) Onigiri Goes Overseas   ○ ○       

(L4) Pictograms    ○ ○      

(L5) Morita Yuko Hospital Facility Dog Handler     ○      

(Reading 1) Let’s Try Riddles!     ○      

(L6) Convenience stores: Keys to Their Success      ○     

(L7) High School Aquarium       ○ ○   

(L8) Smart Farming        ○ ○  

(L9) Food Waste         ○ ○ 

(L10) William and His Windmill          ○ 

(Reading 2) Bailey The First Hospital Dog in Japan          ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・機・電・情２年・英コⅡ・０６２ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

外国語 
英語 

コミュニケーションⅡ 
２ ２ 全学科 

 

科目の概要 

コミュニケーションを図る資質・能力を育成するためのこれまでの総合的な指導を踏まえ、五つ

の領域別の言語活動及び複数の領域を結びつけた統合的な言語活動を通して、総合的に指導す

る。 

学習目標 

実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身につける。日常的な話題や社会的な話題

について、英語を聞いたり読んだりして、情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手

の意図などを的確に捉えたり、自分自身の考えをまとめたりすることができるようになる。伝え

る内容を整理し、要点や意図などを明確にしながら、英語で話したり書いたりして、情報や考え

などを適切に表現することができるようになる。 

教科書 COMET English CommunicationⅡ（数研出版） 

副教材等 
改訂版 COMET 英単語（数研出版）、改訂版コメット英単語学習ノート①、②（数研出版）、 

COMET English CommunicationⅡ ベーシックノート（数研出版） 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

音声や語彙、表現、文法、言

語の働きなどの理解を深める

とともに、それらの言語材料

と言語活動とを効果的に関連

付け、実際のコミュニケーシ

ョンにおいて活用できる技能

を身につけている。 

コミュニケーションを行う目

的や場面、状況などに応じて、

情報を整理しながら考えなど

を形成し、これらを論理的に適

切な英語で表現することを通

して、概要や要点、意図などを

的確に捉えたり、情報や自分自

身の考えなどを適切に表現し

たりしている。 

英語の背景にある文化に対す

る理解を深め、相手に配慮し

ながら、主体的、自律的に英

語を用いてコミュニケーショ

ンを図ろうとしている。 

評価の方法 

・定期考査 

・小テスト ・パフォーマンステスト 

・授業への取り組み状況 

・課題等への取り組み状況 

担当者より 

（注意事項等） 

・上記の評価の観点、評価の方法を踏まえ、総合的に評価します。 

・英語のコミュニケーション能力を養うために、基礎･基本を徹底し、反復練習します。 

・自分のことや与えられたテーマについて英語で表現する機会を設けます。間違いを恐れず、チ

ャレンジしてください。 

・調べ学習や発表等の活動に積極的に取り組み、学びを深めましょう。 

◎年間学習計画 

学習内容 4 月 5 月 6 月 7 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 

(L1) Places Worth Visiting  ○ ○         

(L2) Iwago Mitsuaki: Animal Photographer  ○ ○ ○       

(L3) The Haka     ○ ○     

(L4) Digital Detox      ○ ○    

(L5) Goal Setting       ○ ○ ○  

(L6) The High School Hair Salon         ○ ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・機・電・情 ３年・英コⅡ・０６３ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

外国語 
英語 

コミュニケーションⅡ 
２ ３ 全学科 

 

科目の概要 

コミュニケーションを図る資質・能力を育成するためのこれまでの総合的な指導を踏まえ、五つ

の領域別の言語活動及び複数の領域を結びつけた統合的な言語活動を通して、総合的に指導す

る。 

学習目標 

実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身につける。日常的な話題や社会的な話題

について、英語を聞いたり読んだりして、情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手

の意図などを的確に捉えたり、自分自身の考えをまとめたりすることができるようになる。伝え

る内容を整理し、要点や意図などを明確にしながら、英語で話したり書いたりして、情報や考え

などを適切に表現することができるようになる。 

教科書 COMET English CommunicationⅡ（数研出版） 

副教材等 
改訂版 COMET 英単語（数研出版）、改訂版 COMET 英単語学習ノート②（数研出版）、 

COMET English CommunicationⅡ ベーシックノート（数研出版） 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

音声や語彙、表現、文法、言語

の働きなどの理解を深めると

ともに、それらの言語材料と言

語活動とを効果的に関連付け、

実際のコミュニケーションに

おいて活用できる技能を身に

つけている。 

コミュニケーションを行う目

的や場面、状況などに応じて、

情報を整理しながら考えなど

を形成し、これらを論理的に適

切な英語で表現することを通

して、概要や要点、意図などを

的確に捉えたり、情報や自分自

身の考えなどを適切に表現し

たりしている。 

英語の背景にある文化に対す

る理解を深め、相手に配慮しな

がら、主体的、自律的に英語を

用いてコミュニケーションを

図ろうとしている。 

評価の方法 

・定期考査 

・小テスト ・パフォーマンステスト 

・授業への取り組み状況 

・課題等への取り組み状況 

担当者より 

（注意事項等） 

・上記の評価の観点、評価の方法を踏まえ、総合的に評価します。 

・英語のコミュニケーション能力を養うために、基礎･基本を徹底し、反復練習します。 

・自分のことや与えられたテーマについて英語で表現する機会を設けます。間違いを恐れず、チ

ャレンジしてください。 

・調べ学習や発表等の活動に積極的に取り組み、学びを深めましょう。 

◎年間学習計画 

学習内容 4 月 5 月 6 月 7 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 

(L7) You Can Make a Difference ○ ○         

(L8) Nudge  ○ ○ ○       

(L9) The Father of Braille Blocks    ○ ○ ○     

(L10) Do We Need That?      ○ ○    

(L11) The Vancouver Asahi       ○ ○   

(L12) From Small Companies to the World        ○ ○  

(Reading) The Story of Malala Yousafzai         ○ ○ 

 
 



田辺工業高等学校（全）・機・電・情２年・家庭基・０７１ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

家庭 家庭基礎 ２ ２ 全学科・必履修 

 

科目の概要 
自分自身の生き方や暮らし方の基本となる家庭全般の知識等に関して学習する。 

学習目標 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学友活動を通して、

様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、男女が協力して主体的に

家庭や地域の生活を創造する資質・能力を育成する。 

 

教科書 高等学校 家庭基礎 持続可能な未来をつくる 第一学習社 

副教材等 
自主作成プリント教材等 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

人の一生と家族・家庭及

び福祉、衣食住、消費生

活・環境などについて、生

活を主体的に営むために

必要な基礎的な理解を図

るとともに、それらに係

る技能を身につける。 

家庭や地域及び社会にお

ける生活の中から問題を

見いだして課題を設定し、

解決策を構想し、実践を評

価・改善し、考察したこと

を根拠に基づいて論理的

に表現するなど、生涯を見

通して課題を解決するこ

とができる。 

様々な人々と協働し、よ

りよい社会の構築に向け

て、自分や家庭、地域の生

活の充実向上を図ろうと

する実践的な態度を身に

つけることができる。 

評価の方法 

観点別の評価規準をふまえ、総合的に評価する 

年間３回の定期考査を実施する 

授業に取り組む姿勢や提出物の内容についても評価する 

担当者より 

（注意事項

等） 

意欲をもって取り組み、主体的に意見を述べて積極的に参加することで、家庭生活

を営む能力を身につける。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 
10

月 

11

月 

12

月 
１月 ２月 

教科の紹介・年間の学習内容 ○          

青年の自立・家族・家庭  ○         

子どもの生活と保育   ○        

高齢者の生活と福祉・共生社会    ○       

食生活と健康     ○ ○     

衣生活と健康       ○ ○   

消費生活と持続可能な社会         ○  

住生活と健康          ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・機１年・工技基・１０１ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 工業技術基礎 ４ １ 機械科・必履修 

 

科目の概要 
4 つの班に分かれて、各ショップをローテンションします。 

(旋盤、材料試験・手仕上げ、鋳造・エンジン、溶接) 

学習目標 

工業のもつ社会的な意義や役割と人と技術との関わりを踏まえて理解するととも

に、機械に関連する技術を身に付け、課題を発見し、工業技術に関する広い視野を

もつことを目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を学

ぶ。 

教科書 工業技術基礎（実教出版） 

副教材等 学校で作成した各ショップ別のプリント等 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

工業のもつ社会的な意義

や役割及び人と技術との

関わりを工業生産と関連

付けて理解するととも

に、ものづくりにおける

様々な状況に対応できる

技術を身に付ける。 

工業技術に関する課題を

見いだし、単に生産性や効

率だけを優先するのでは

なく、工業製品が社会に与

える影響に対して責任を

もち、科学的な根拠に基づ

き工業に携わる職業人に

求められる倫理観を踏ま

え工業技術の進展に対応

し解決する力を養う。 

工業技術に関する広い視

野をもつことを目指し、

環境への配慮や安全性を

優先した工業製品の生産

の方法を自ら学ぶ態度

や、工業の発展に主体的

かつ協働的に取り組む態

度を養う。 

評価の方法 評価の観点を踏まえ、作品やレポートについてショップ毎に評価する。 

担当者より 

（注意事項等） 

欠席をすると作業の進捗に支障をきたすため休まないこと。 

安全、清掃、片付けを徹底すること。 

◎年間学習計画 

班 学習内容 

旋盤 

旋盤各部の名称及び工具の名称・切削条件 

バイトの取り付け・製品のチャックへの取り付け 

ノギス・マイクロメータカラーの読み取り（加工効率向上に伴う計算

方法など） 

外径切削・端面切削・センター穴あけ加工・突っ切り加工 

けがき作業 

材料試験・手仕上げ 

マクロメーターによる精密測定及び精度検査 

引っ張り試験･硬さ試験・衝撃試験 

文鎮の製作 けがき線の引き方やヤスリがけの方法 

真鍮丸棒の平面加工、ネジの切り方、切り出しに伴う計算方法など 

鋳造・エンジン 

エンジン分解・組立て 

フランジを使った鋳型の製作又は校章楯を使った鋳型の製作 

鋳込み作業、作業効率に関わる計算方法の修得など 

溶接 

ガス溶接等に用いる可燃性ガス及び酸素の知識について 

ガス溶接設置の取り付け・取り外しについて 

ガス溶接・溶断の練習、作業効率向上・把握に伴う計算方法など 

アーク溶接・溶断の練習 

 



田辺工業高等学校（全）・機１年・機製図・１０２ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 製図 ２ １ 機械科 

 

科目の概要 
製図の基礎知識を学習し、機械製図における線や文字の書き方や製図器など用具の

使い方などを身につけ、図面の作成に取り組みます。 

学習目標 

機械に関する製図について日本工業規格及び国際標準化機構規格を踏まえて理解

するとともに、関連する技術を身に付け、製作図や設計図に関する課題を発見し、

機械における部品や製品の図面の作成及び図面から製作情報を読み取る力の向上

を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を学ぶ。 

教科書 機械製図（実教出版） 

副教材等 独自作成プリントなど 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

機械に関する製図につい

て日本工業規格（JIS）及

び国際標準化機構（ISO）

規格を踏まえて理解する

とともに、工業の各分野

の製図における様々な状

況に対応できる技術を身

に付けるようにする。 

機械製品などに着目して、

製作図や設計図に関する

課題を見いだし、工業製品

が社会に与える影響に対

して責任をもち、工業に携

わる職業人に求められる

倫理観を踏まえ科学的な

根拠に基づき工業技術の

進展に対応し解決する力

を養う。 

機械に関わる技術を活用

した部品や製品の図面の

作成  及び図面から製作

情報を読み取る力の向上

を目指し、安全で安心な

製品に責任をもって自ら

学び、工業の発展に主体

的かつ協働的に取り組む

態度を養う。 

評価の方法 
学習に取り組む態度や提出物、年３回の学期末考査及び完成図面から評価する。 

適宜、必要に応じて小テストや補習などを行います。 

担当者より 

（注意事項等） 

機械製図の基礎的な学習が中心です。２・３年に発展させていくために、確かな知

識と技術を身につけよう。 

授業の準備をしっかりするようにしてください。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

製図の基礎 ○ ○ ○ ○       

県製図コンクール課題 

事前学習 
   ○       

県製図コンクール課題    ○ ○ ○     

製作図について      ○ ○ ○   

課題図面作成        ○ ○ ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・機１年・工情数・１０３ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 工業情報数理 ２ １ 機械科・必履修 

 

科目の概要 
情報技術と数理処理についての学習とコンピュータを使った実技も行います。 

Word や Excel、プログラミングの能力を学びます。 

学習目標 

機械における情報技術の進展と情報の意義や役割及び数理処理の理論を理解する

とともに、関連する技術を身に付け、情報化の進展が産業社会に与える影響に関す

る課題を発見し、情報技術及び情報手段や数理処理を活用する力の向上を目指して

自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を学ぶ。 

教科書 精選情報技術基礎 （実教出版） 

副教材等  

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

情報技術の進展と情報の

意義や役割及び数理処理

の理論を理解するととも

に、工業に携わる者とし

てものづくりにおける

様々な状況に対応できる

技術を身に付けるように

する。 

情報技術や事象に着目し

て、情報化の進展が産業社

会に与える影響に関する

課題を見いだし、発信する

情報や数理処理などが社

会に与える影響に対して

責任をもち、科学的な根拠

に基づき工業に携わる者

として倫理観を踏まえ工

業技術の進展に対応し解

決する力を養う。 

情報技術及び情報手段や

数理処理を活用する力の

向上を目指し、情報、数

学、物理及び化学の理論

を工業に関する事象の数

理処理に活用することな

どについて自ら学ぶ態度

や、工業の発展に主体的

かつ協働的に取り組む 

態度を養う。 

評価の方法 
年間５回の定期考査を実施する。 

各種提出物、授業に取り組む姿勢、考査得点などにより総合的に評価します。 

担当者より 

（注意事項等） 
あらゆる分野で活用されているコンピュータについて詳しく学習しましょう。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

産業社会と情報技術 ○ ○         

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの基本操作とｿﾌﾄｳｪｱ ○ ○ ○ ○       

プログラミング   ○ ○ ○ ○ ○    

ハードウェア    ○ ○ ○ ○ ○   

ネットワーク       ○ ○   

コンピュータによる制御         ○ ○ 

数理処理          ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・機 1 年・機工作・１０４ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 機械工作 ２ １ 機械科 

 

科目の概要 
材料の加工法や各種の工作法など機械工作に関する知識や技術、生産管理について

学習する。実習や他の科目とも関連付けて学ぶ。 

学習目標 

機械工作について機械材料の加工性や工作法を踏まえて理解するとともに、関連す

る技術を身に付け、機械工作に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に

基づき工業技術の進展に対応し、工業生産における適切な機械材料の加工や工作す

る力の向上を目指して自ら学び、情報技術や環境技術を活用した製造に主体的かつ

協働的に取り組む態度を学ぶ。 

教科書 機械工作１（実教出版） 

副教材等 
自主作成プリント・身近な機械部品 

 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

機械材料の加工性や工作

法などを工業生産と関連

付けて理解するととも

に、ものづくりにおける

様々な状況に対応できる

技術を身に付けるように

する。 

機械材料の加工性や工作

法などの諸事象に着目し

て、ものづくりにおける機

械工作に関する課題を見

いだし、単に生産性や効率

だけを優先するのではな

く、製品が社会に与える影

響に責任をもち、科学的な

根拠に基づき工業技術の

進展に対応し解決する力

を養う。 

工業生産における適切な

機械材料の加工や工作す

る力の向上を目指し、機

械材料、機械加工、工業

測定及び生産管理につい

て自ら学ぶ態度や、情報

技術や環境技術を活用し

た製造に主体的かつ協働

的に取り組む態度を養

う。 

評価の方法 
定期考査や小テストの得点、各種提出物、学習状況、課題への取り組み、などを総

合的に判断し、評価を行う。  

担当者より 

（注意事項等） 
実習や他の科目とも関連することが多いため、しっかり学習して下さい。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

工業計測と測定用機器  ○          

機械材料  ○ ○ ○ ○ ○     

鋳造      ○ ○ ○   

溶接と接合        ○ ○ ○ 

           

           

 



田辺工業高等学校（全）・機２年・機実習・１０５ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 実習 ５ ２ 機械科 

 

科目の概要 

1 学年の工業技術基礎の技術を応用し、2 時間実習の 4 ショップと 3 時間実習の 4

ショップの計 8 ショップを実施します。8 ショップ合わせて、5 単位の実習です。

各ショップでの実習や実験を通して、様々な技術や能力を身につけて下さい。 

学習目標 

機械に関する技術を実際の作業に即して総合的に理解するとともに、関連する技術

を身に付け、機械の技術に関する課題を発見し、技術の向上を目指して自ら学び、

工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を学ぶ。 

教科書  

副教材等 学校で作成した各ショップ別のプリント 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

学習活動で身に付けた技

術に関わる知識を実際の

作業に即して総合的に関

連付けて理解するととも

に、実際のものづくりの現

場で活用することができ

る技術を身に付けるよう

にする。            

ものづくりの現場に着目

して、機械の技術に関する

課題を見いだし、単に生産

性や効率だけを優先する

のではなく、工業製品が社

会に与える影響に責任を

もち、工業に携わる者とし

て倫理観を踏まえ科学的

な根拠に基づき工業技術

の進展に対応し解決する

力を養う。 

機械に関する技術の向上

を目指し、実際の作業を通

して自ら学ぶ態度や、工業

の発展に主体的かつ協働

的に取り組む態度を養う。 

評価の方法 評価の観点を踏まえ、作品やレポートを参考に各ショップで評価する。 

担当者より 

（注意事項

等） 

実習において必要な物を忘れないこと。 

欠席や遅刻をすると作業の進捗に支障をきたすため気をつけること。 

欠席や遅刻があった場合は、次の実習日までに必ず担当者の指示を仰ぐこと。 

 

◎年間授業計画 

２時間実習 学習内容 

ショップ１ 計測･材料実験 
マクロメーターによる精密測定及び精度検査 

引っ張り試験･硬さ試験・衝撃試験 

ショップ２ 電気 基礎的な電子工作、電気工事 

ショップ３ CAD CAD による製図 

ショップ４ MC マシニングセンターによるアルミ製品の加工 

 

３時間実習 学習内容 

ショップ１ 旋盤 ３級旋盤検定の作品を製作 

ショップ２ 特殊機械 
引張試験用試験片、ストレートエッジの製作 

（立＆横フライス盤、ならい旋盤、平面研削盤） 

ショップ３ 溶接 ガス溶接、溶断の仕方。電気溶接の操作方法 

ショップ４ エンジン エンジン分解・組立て 

 



田辺工業高等学校（全）・機２年・機製図・１０６ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 製図 ２ ２ 機械科 

 

科目の概要 
1 学年の学習をさらに発展させ、製図に関する規格に従い製作図の作成についての

知識・技術の習得に努め、図面の作成に取り組みます。 

学習目標 

機械に関する製図について日本工業規格及び国際標準化機構規格を踏まえて理解

するとともに、関連する技術を身に付け、製作図や設計図に関する課題を発見し、

機械における部品や製品の図面の作成及び図面から製作情報を読み取る力の向上

を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を学ぶ。 

教科書 機械製図（実教出版） 

副教材等 独自作成プリントなど 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

機械に関する製図につい

て日本工業規格（JIS）及

び国際標準化機構（ISO）

規格を踏まえて理解する

とともに、工業の各分野

の製図における様々な状

況に対応できる技術を身

に付けるようにする。 

機械製品などに着目して、

製作図や設計図に関する

課題を見いだし、工業製品

が社会に与える影響に対

して責任をもち、工業に携

わる職業人に求められる

倫理観を踏まえ科学的な

根拠に基づき工業技術の

進展に対応し解決する力

を養う。 

機械に関わる技術を活用

した部品や製品の図面の

作成  及び図面から製作

情報を読み取る力の向上

を目指し、安全で安心な

製品に責任をもって自ら

学び、工業の発展に主体

的かつ協働的に取り組む

態度を養う。 

評価の方法 
学習に取り組む態度や提出物、年３回の学期末考査及び完成図面から評価する。 

適宜、必要に応じて小テストや補習などを行います。 

担当者より 

（注意事項等） 

製図の基礎を理解した上で実習にもその知識や技術を活かしていきましょう。 

３学年に向けて確かな知識と技術を身につけよう。 

授業の準備をしっかりするようにしてください。 

 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

１年次の復習 ○ ○         

県製図コンクール課題の

事前学習 
 ○ ○ ○       

県製図コンクール課題 

（ボルト・ナットの作図） 
   ○ ○ ○ ○    

寸法公差・表面性状・   

幾何公差 
      ○ ○   

課題図面作成        ○ ○ ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・機２年・機工作・１０７ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 機械工作 ２ ２ 機械科 

 

科目の概要 
材料の加工法や各種の工作法など機械工作に関する知識や技術、生産管理について

学習する。実習や他の科目とも関連付けて学ぶ。 

学習目標 

機械工作について機械材料の加工性や工作法を踏まえて理解するとともに、関連す

る技術を身に付け、機械工作に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に

基づき工業技術の進展に対応し、工業生産における適切な機械材料の加工や工作す

る力の向上を目指して自ら学び、情報技術や環境技術を活用した製造に主体的かつ

協働的に取り組む態度を学ぶ。 

教科書 機械工作１（実教出版） 

副教材等 
自主作成プリント・身近な機械部品 

 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

機械材料の加工性や工作

法などを工業生産と関連

付けて理解するととも

に、ものづくりにおける

様々な状況に対応できる

技術を身に付けるように

する。 

機械材料の加工性や工作

法などの諸事象に着目し

て、ものづくりにおける機

械工作に関する課題を見

いだし、単に生産性や効率

だけを優先するのではな

く、製品が社会に与える影

響に責任をもち、科学的な

根拠に基づき工業技術の

進展に対応し解決する力

を養う。 

工業生産における適切な

機械材料の加工や工作す

る力の向上を目指し、機

械材料、機械加工、工業

測定及び生産管理につい

て自ら学ぶ態度や、情報

技術や環境技術を活用し

た製造に主体的かつ協働

的に取り組む態度を養

う。 

評価の方法 
定期考査や小テストの得点、各種提出物、学習状況、課題への取り組み、などを総

合的に判断し、評価を行う。  

担当者より 

（注意事項等） 
実習や他の科目とも関連することが多いため、しっかり学習して下さい。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

工業計測と測定計測  ○          

機械材料  ○ ○ ○ ○ ○     

鋳造      ○ ○ ○   

溶接と接合        ○ ○ ○ 

           

           

 



田辺工業高等学校（全）・機２年・機設計・１０８ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 機械設計 ２ ２ 機械科 

 

科目の概要 
1 学年の続きになります。機械要素と装置について、様々な機械部品に関する設計

技術と計算する能力を学習します。 

学習目標 

機械設計について機械に働く力、材料及び機械装置の要素を踏まえて理解するとと

もに、関連する技術を身に付け、機械設計に関する課題を発見し、安全で安心な機

械を設計する力の向上を目指して自ら学び、情報技術や環境技術を活用した製造に

主体的かつ協働的に取り組む態度を学ぶ。 

教科書 機械設計１（実教出版） 

副教材等 自主作成プリント・身近な機械部品 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

材料の特性、機械要素に

働く力及び設計法などを

工業生産と関連付けて理

解するとともに、設計に

おける様々な状況に対応

できる技術を身に付ける

ようにする。 

器具や機械などを荷重の

条件や使用の条件などを

踏まえた効率的な設計に

着目して、機械設計に関す

る課題を見いだし、単に生

産性や効率だけを優先す

るのではなく、製品が社会

に与える影響に責任をも

ち、科学的な根拠に基づき

工業技術の進展に対応し

解決する力を養う。 

安全で安心な機械を設計

する力の向上を目指し、機

械に働く力の大きさや材

料の強さ、機械装置とその

要素及び器具や機械の設

計手順について自ら学ぶ

態度や、情報技術や環境技

術を活用した設計に主体

的かつ協働的に取り組む

態度を養う。 

評価の方法 

・年間５回の定期考査 

・ノート、提出物の記述等。 

・授業中の取り組み状況。  

担当者より 

（注意事項

等） 

・上記の評価の観点、評価の方法により成績は総合的に評価します。 

・板書をそのまま写すのではなく自分なりにノートを整理するように。 

・電卓も持参しておくこと。 

 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

第３章 材料の強さ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   

第４章 安全・環境と設計        ○ ○  

第５章 ねじ         ○ ○ 

           

           

           

 



田辺工業高等学校（全）・機２年・電気回・１０９ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 電気回路 ２ ２ 機械科・選択 

 

科目の概要 
基本的な電気現象・電気現象の量的な取り扱い方法・電気的諸量の相互関係とそ

れらを式の変形や計算により処理する方法などを学習する。 

学習目標 

電気回路について電気的諸量の相互関係を踏まえて理解するとともに、関連する

技術を身に付け、電気回路に関する課題を発見し、電気回路を工業技術に活用す

る力の向上を目指し自ら学び、工業の発展に主体的で協働的に取り組む態度を学

ぶ。 

教科書 精選電気基礎 新訂版（実教） 

副教材等  

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

電気現象やそれらの

量的な取扱い方、電気

的諸量の相互関係と

それらを式の変形や

計算により処理する

方法などを理解し、も

のづくりに実際に活

用できる技術を身に

付けるようにする。 

電気現象の物理的な意味に

着目して、電気現象やそれら

の量的な取扱い方に関する

課題を見いだし、電気技術の

利便性のみを注視すること

なく、社会に与える影響に責

任をもち、科学的な根拠に基

づき工業技術の進展に対応

して解決する力を 養う。 

電気回路を工業技術に活

用する力の向上を目指

し、電気現象やそれらの

量的な取扱い方について

自ら学ぶ態度や、情報技

術を活用するとともに環

境に配慮した工業生産に

ついて主体的かつ協働的

に取り組む態度を養う。 

評価の方法 

・定期考査を年間５回実施する。 

・各種提出物、授業の取り組み状況を得点化し、考査得点と併せて評価する。 

（評価の観点に基づき、評価を行う） 

担当者より 

（注意事項等） 

・関数電卓を必ず持参してください。 

・ノートは綺麗にとるように心がけてください。 

・機械科目との関連を深め、新たな課題に対して考える力をつけてください。 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

直流回路 ○ ○ ○ ○       

静電気    ○ ○ ○ ○    

電流と磁気       ○ ○ ○ ○ 

           

 

 



田辺工業高等学校（全）・機３年・課題研・１１０ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 課題研究 ４ ３ 機械科・必履修 

 

科目の概要 

少人数の班に分かれ、各テーマに沿って 1 年間、実技や探究を行い、年度末に 1 年間

の取り組みについて発表を行う。 

朝の学習を通じて、基礎学力の向上、進路学習も取り入れます。 

学習目標 

機械について体系的・系統的に理解するとともに、相互に関連付けられた技術を身に

付け、工業に関する課題を発見し、工業に携わる者として独創的に解決策を探究し、 科

学的な根拠に基づき創造的に解決する力を養い、課題を解決する力の向上を目指して

自ら学び、工業の発展や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を学ぶ。 

教科書 なし 

副教材等 ※朝学においては基礎学力教材等、必要に応じて利用する予定です。 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

学習活動で学んだ内容を

生産活動と関連付けて体

系的・系統的に理解すると

ともに、相互に関連付けら

れた技術を身に付け活用

できる。 

工業に関する課題を見い

だし、単に生産性や効率だ

けを優先するのではなく、

取り巻く状況を判断した

上で、工業に携わる者とし

て独創的に解決策を探究

し、科学的な根拠に基づき

工業製品が社会に与える

影響を踏まえて創造的に

解決する力を養う。 

機械の専門的な知識、技術な

どの深化・総合化を図り、課

題を解決する力の向上を目

指して自ら学び、工業の発展

を担うために主体的かつ生

産活動を担うために協働的

に取り組む。 

評価の方法 

学期毎に評価の観点に従って評価する。 

発表方法や発表内容も評価の対象とする。 

朝の学習において、使用教材に応じて行われた試験結果等も評価対象に含める。 

担当者より 

（注意事項

等） 

班（グループ）で相談して課題を決定し、１年間を通して研究を深めます。他者と協

同して研究を進めることで、望ましい人間関係の形成を図ります。最後に１年間の様

子をまとめ、発表原稿を作り、報告会で発表します。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

作品製作・調査・研究・

実習・資格取得など 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

研究報告書作成・研究発

表準備 
       ○ ○  

 



田辺工業高等学校（全）・機３年・機実習・１１１ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 実習 ３ ３ 機械科 

 

科目の概要 

1 学年の工業技術基礎と 2 学年の実習をさらに応用し、4 つのショップをローテー

ションします。学習活動で身につけた知識を活用し、作業工程や技能を身につけま

しょう。 

学習目標 

機械に関する技術を実際の作業に即して総合的に理解するとともに、関連する技術

を身に付け、機械の技術に関する課題を発見し、技術の向上を目指して自ら学び、

工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を学ぶ。 

教科書  

副教材等 学校で作成したテキスト・プリント等 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

学習活動で身に付けた技

術に関わる知識を実際の

作業に即して総合的に関

連付けて理解するととも

に、実際のものづくりの

現場で活用することがで

きる技術を身に付ける。            

ものづくりの現場に着目

して、機械の技術に関する

課題を見いだし、単に生産

性や効率だけを優先する

のではなく、工業製品が社

会に与える影響に責任を

もち、工業に携わる者とし

て倫理観を踏まえ科学的

な根拠に基づき工業技術

の進展に対応し解決する

力を養う。 

機械に関する技術の向上

を目指し、実際の作業を

通して自ら学ぶ態度や、

工業の発展に主体的かつ

協働的に取り組む態度を

養う。 

評価の方法 ・評価の観点を踏まえ、ショップ毎に評価する。 

担当者より 

（注意事項

等） 

部品だけを作るのではなく、それを組み立てて一つの製品を作るなど、2年生の実

習の延長上にある実習をします。 

欠席をすると、作業の進捗に支障をきたし、共同実習者にも迷惑をかけることが考

えられます。休まないこと。 

◎年間学習計画 

ショップ名 学習内容 学習内容 

ショップ１ 旋盤 旋盤を用いて小型バイスの部品製作 

ショップ２ 特殊機械 
フライス盤（立・横）・ノコ盤・ラジアルボール盤・卓上ボール盤等

を用いて小型バイスの部品製作 

ショップ３ モデリング CAD による図面制作と３D モデリングソフトを使って作品を制作 

ショップ４ プログラミング マイコンボードを用いたラジコンの制御 

 

 



田辺工業高等学校（全）・機３年・機製図・１１２ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 製図 ２ ３ 機械科 

 

科目の概要 
１、２学年の学習をもとに、機械製図検定の取得に向けて学習します。全国製図コ

ンクールの課題図面の作成に取り組みます。 

学習目標 

機械に関する製図について日本工業規格及び国際標準化機構規格を踏まえて理解

するとともに、関連する技術を身に付け、製作図や設計図に関する課題を発見し、

機械における部品や製品の図面の作成及び図面から製作情報を読み取る力の向上

を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を学ぶ。 

教科書 機械製図（実教出版） 

副教材等 独自作成プリントなど 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

機械に関する製図につい

て日本工業規格（JIS）及

び国際標準化機構（ISO）

規格を踏まえて理解する

とともに、工業の各分野

の製図における様々な状

況に対応できる技術を身

に付ける。 

機械製品などに着目して、

製作図や設計図に関する

課題を見いだし、工業製品

が社会に与える影響に対

して責任をもち、工業に携

わる職業人に求められる

倫理観を踏まえ科学的な

根拠に基づき工業技術の

進展に対応し解決する力

を養う。 

機械に関わる技術を活用

した部品や製品の図面の

作成  及び図面から製作

情報を読み取る力の向上

を目指し、安全で安心な

製品に責任をもって自ら

学び、工業の発展に主体

的かつ協働的に取り組む

態度を養う。 

評価の方法 
学習に取り組む態度や提出物、機械製図検定の結果及び完成図面から評価する。 

適宜、必要に応じて小テストや補習などを行います。 

担当者より 

（注意事項等） 

全国製図コンクールの設計製図を意識して図面を書き上げること。 

製図で学んだ知識や技術を実習にも活かしていきましょう。 

卒業に向けて確かな知識と技術を身につけよう。 

授業の準備をしっかりするようにしてください。 

機械製図検定に合格するように頑張りましょう。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

１・２年次の復習 ○ ○         

機械製図検定への事前学習  ○ ○ ○       

全国製図コンクール課題    ○ ○ ○ ○ ○ ○  

 



田辺工業高等学校（全）・機３年・機工作・１１３ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 機械工作 ２ ３ 機械科 

 

科目の概要 
材料の加工法や各種の工作法など機械工作に関する知識や技術、生産管理について

理解する。実習や他の科目とも関連付けて学ぶ。 

学習目標 

機械工作について機械材料の加工性や工作法を踏まえて理解するとともに、関連す

る技術を身に付け、機械工作に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に

基づき工業技術の進展に対応し、工業生産における適切な機械材料の加工や工作す

る力の向上を目指して自ら学び、情報技術や環境技術を活用した製造に主体的かつ

協働的に取り組む態度を学ぶ。 

教科書 機械工作２（実教出版） 

副教材等 
自主作成プリント・身近な機械部品 

 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

機械材料の加工性や工作

法などを工業生産と関連

付けて理解するととも

に、ものづくりにおける

様々な状況に対応できる

技術を身に付ける。 

機械材料の加工性や工作

法などの諸事象に着目し

て、ものづくりにおける機

械工作に関する課題を見

いだし、単に生産性や効率

だけを優先するのではな

く、製品が社会に与える影

響に責任をもち、科学的な

根拠に基づき工業技術の

進展に対応し解決する力

を養う。 

工業生産における適切な

機械材料の加工や工作す

る力の向上を目指し、機

械材料、機械加工、工業

測定及び生産管理につい

て自ら学ぶ態度や、情報

技術や環境技術を活用し

た製造に主体的かつ協働

的に取り組む態度を養

う。 

評価の方法 
定期考査や小テストの得点、各種提出物、学習状況、課題への取り組み、などを総

合的に判断し、評価を行う。  

担当者より 

（注意事項等） 
実習や他の科目とも関連することが多いため、しっかり学習して下さい。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 

切削加工  ○ 〇         

砥粒加工   ○ ○ ○      

特殊加工と三次元造形技術      ○ ○    

表面処理        ○ ○  

           

           

 



田辺工業高等学校（全）・機３年・機設計・１１４ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 機械設計 ２ ３ 機械科 

 

科目の概要 
2 学年の続きになります。機械要素と装置について、様々な機械部品に関する設計

技術と計算する能力を学習し、実際の製品の設計技術を学びます。 

学習目標 

機械設計について機械に働く力、材料及び機械装置の要素を踏まえて理解するとと

もに、関連する技術を身に付け、機械設計に関する課題を発見し、安全で安心な機

械を設計する力の向上を目指して自ら学び、情報技術や環境技術を活用した製造に

主体的かつ協働的に取り組む態度を学ぶ。 

教科書 機械設計２（実教出版） 

副教材等 高等学校工業教育研究会編標準問題集、自主作成プリント 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

材料の特性、機械要素に

働く力及び設計法などを

工業生産と関連付けて理

解するとともに、設計に

おける様々な状況に対応

できる技術を身に付け

る。 

器具や機械などを荷重の

条件や使用の条件などを

踏まえた効率的な設計に

着目して、機械設計に関す

る課題を見いだし、単に生

産性や効率だけを優先す

るのではなく、製品が社会

に与える影響に責任をも

ち、科学的な根拠に基づき

工業技術の進展に対応し

解決する力を養う。 

安全で安心な機械を設計

する力の向上を目指し、

機械に働く力の大きさや

材料の強さ、機械装置と

その要素及び器具や機械

の設計手順について自ら

学ぶ態度や、情報技術や

環境技術を活用した設計

に主体的かつ協働的に取

り組む態度を養う。 

評価の方法 

・年間５回の定期考査 

・ワークシートの内容や小テストの結果 

・授業への取組み状況（授業中のグループワーク等への取組み姿勢） 

・ノートの整理状況 

担当者より 

（注意事項等） 

機械要素に関する計算だけでなく用語についても理解しながら身につけることを

重要視します。また、重点的に学習する内容として歯車、ベルト伝動など身近に使

用されている機械部品を取り上げます。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

第８章 リンク・カム ○ ○ ○        

第９章 歯車   ○ ○ ○      

第 10章 ベルト･チェーン     ○ ○     

第 11章 クラッチ･ブレーキ      ○ ○    

第 12章 ばね・振動       ○    

第 13章 圧力容器と管路        ○   

第 14章 構造物と継手        ○ ○  

第 15章 器具・機械の設計          ○  

年間学習内容の総復習         ○  

 



田辺工業高等学校（全）・機３年・原動機・１１５ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 原動機 ２ ３ 機械科 

 

科目の概要 
エネルギー変換と環境、流体機械、内燃機関、タービンエンジン、冷凍装置の５つ

の分野について学習する。 

学習目標 

原動機について構造と機能を踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に付

け、原動機に関する課題を発見し、原動機に関わるエネルギーを有効に利用する力

の向上を目指して自ら学び、省エネルギーや環境保全に主体的かつ協働的に取り組

む態度を学ぶ。 

教科書 原動機（実教出版） 

副教材等  

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

原動機から発生したエネル

ギーを有効に利用するため

に、原動機について構造や

機能などを工業生産と関連

付けて理解するとともに、

原動機に係る様々な状況に

対応できる技術を身に付け

る。 

原動機の有効な活用に着

目して、原動機に関する

課題を見いだし、単に経

済性や効率だけを優先す

るのではなく、エネルギ

ーの利用が社会に与える

影響に責任をもち、科学

的な根拠に基づき工業技

術の進展に対応し解決す

る力を養う。 

原動機に関わるエネルギ

ーを有効に利用する力の

向上を目指し、省エネル

ギーや環境保全について

自ら学ぶ態度や、工業の

発展に主体的かつ協働的

に取り組む態度を養う。 

評価の方法 定期考査は５回、考査の結果及び、上記の３観点を考慮し、総合的に評価を行う。 

担当者より 

（注意事項

等） 

現代社会で電気エネルギーの 90％を作り出している蒸気動力プラントの学習、及

び自動車や船舶などの原動機として用いられている内燃機関の総合的な知識の習

得を目指す。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

エネルギーの利用と変換 ○          

流体機械 ○ ○ ○ ○       

内燃機関    ○ ○ ○     

自動車      ○ ○    

蒸気動力プラント       ○ ○   

冷凍装置        ○ ○  

 



田辺工業高等学校（全）・機３年・電気回・１１６ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 電気回路 ２ ３ 機械科・選択 

 

科目の概要 
基本的な電気現象・電気現象の量的な取り扱い方法・電気的諸量の相互関係とそ

れらを式の変形や計算により処理する方法などを学習する。 

学習目標 

電気回路について電気的諸量の相互関係を踏まえて理解するとともに、関連する

技術を身に付け、電気回路に関する課題を発見し、電気回路を工業技術に活用す

る力の向上を目指し自ら学び、工業の発展に主体的で協働的に取り組む態度を学

ぶ。 

教科書 精選電気回路（実教） 

副教材等  

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

電気現象やそれらの量

的な取扱い方、電気的諸

量の相互関係とそれら

を式の変形や計算によ

り処理する方法などを

理解し、ものづくりに実

際に活用できる技術を

身に付ける。 

電気現象の物理的な意味に

着目して、電気現象やそれ

らの量的な取扱い方に関す

る課題を見いだし、電気技

術の利便性のみを注視する

ことなく、社会に与える影

響に責任をもち、科学的な

根拠に基づき工業技術の進

展に対応して解決する力を 

養う。 

電気回路を工業技術に活

用する力の向上を目指

し、電気現象やそれらの

量的な取扱い方について

自ら学ぶ態度や、情報技

術を活用するとともに環

境に配慮した工業生産に

ついて主体的かつ協働的

に取り組む態度を養う。 

評価の方法 

・定期考査を年間５回実施する。 

・各種提出物、授業の取り組み状況を得点化し、考査得点と併せて評価する。 

（評価の観点に基づき、評価を行う） 

担当者より 

（注意事項等） 

・関数電卓を必ず持参してください。 

・ノートは綺麗にとるように心がけてください。 

・機械科目との関連を深め、新たな課題に対して考える力をつけてください。 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

正弦波交流の性質 ○ ○         

交流回路の取り扱い方  ○ ○ ○       

交流回路の電力     ○      

複素数     ○ ○     

記号法による交流回路の取扱い      ○ ○    

三相交流        ○ ○  

           

 

 



田辺工業高等学校（全）・電１年・工技基・２０１ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 工業技術基礎 ３ １ 電気電子科・必履修 

 

科目の概要 各種機器、測定器の取り扱い方法や活用の仕方を習得する。 

学習目標 

１．工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身

に付けるようにする。 

２．工業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創

造的に解決する力を養う。 

３．職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら

学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

教科書 工業技術基礎（実教出版） 

副教材等 電気･電子実習１（実教出版） 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

工業の各分野に関する基

礎的な知識と技術を身に

つけ、工業の発展と環

境・資源などとの調和の

とれた在り方および現代

社会における工業の意義

や役割を理解している。 

工業技術に関する諸問題

の適切な解決をめざして、

広い視野を持ち自ら考え、

基礎的な知識と技術を活

用して適切に判断し、その

結果を的確に表現する能

力を身につけている。 

工業技術に興味・関心を

持ち、その改善向上を目

指して意欲的に取り組む

とともに、実践的な態度

を身につけている。 

評価の方法 レポートの内容を含め、授業での取組をテーマごとに点数化して評価する。 

担当者より 

（注意事項等） 

忘れ物をしないようにすること。 

レポート提出日が決められているので、期日を厳守すること。 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

実習における心構え ○          

抵抗の直並列の実験 ○          

電位降下法による測定  ○         

テスターの製作・校正   ○        

電気工事実習    ○       

ダブルブリッジによる測定     ○      

論理回路の実習      ○     

磁束計による測定       ○    

単相電力の測定        ○   

ポケコンによる制御         ○  

ブリッジによる抵抗の測定          ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・電１年・工情数・２０２ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 工業情報数理 ２ １ 電気電子科・必履修 

 

科目の概要 

工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通し

て、工業の各分野における情報技術の進展への対応や事象の数理処理に必要な資

質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

学習目標 

１．工業の各分野における情報技術の進展と情報の意義や役割及び数理処理の理論

を理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。 

２．情報化の進展が産業社会に与える影響に関する課題を発見し、工業に携わる者

として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

３．工業の各分野において情報技術及び情報手段や数理処理を活用する力の向上を

目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

教科書 実教出版 工業情報数理 

副教材等 全国工業高校長協会「3 級情報技術検定試験 標準問題集」 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

情報技術に関する基礎的

な知識と技術を理解し、

情報技術を利用した情報

の収集・処理・活用のた

めに必要な技能を身につ

けている。 

諸問題の解決を目指して

みずから思考を深め、問題

解決方法を適切に判断す

る能力を身につけており、

情報技術を活用して情報

を処理・表現することがで

きる。 

情報技術に関する基礎的

な知識と技術に関心をも

ち、その習得に向けて意

欲的に取り組むととも

に、実際に活用しようと

する創造的・実践的な態

度を身につけている。 

評価の方法 定期テストの点数に加え、上記評価の観点から総合的に判断し評価します。 

担当者より 

（注意事項等） 
あらゆる分野で活用されているコンピュータについて詳しく学習しましょう。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

1章 産業社会と情報技術 〇 〇         

2章 コンピュータの基本操作と

ソフトウェア 
  〇 〇       

3章 プログラミングの基礎     〇 〇 〇    

5章 Ｃによるプログラミング         〇 〇 〇 

 



田辺工業高等学校（全）・電１年・電気回・２０３ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 電気回路 ３ １ 電気電子科 

 

科目の概要 電気に関する基礎的な知識と技術を習得する。 

学習目標 

１．電気回路について電気的諸量の相互関係を踏まえて理解するとともに、関連す

る技術を身に付けるようにする。 

２．電気回路に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき工業技術

の進展に対応し解決する力を養う。 

３．電気回路を工業技術に活用する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主

体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

教科書 電気回路（上）（下）（コロナ社） 

副教材等 学校印刷教材など 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

基本的な電気現象、電気現

象を量的に取り扱う方法、

電気的諸量の相互関係につ

いて原理・法則を理解し、

知識と技術を身につけてい

る。 

基本的な電気現象の意味

を考え、変化に対する結果

を電気に関する知識と技

術を活用して考察し、導き

出した考えを的確に表現

することができる。 

基本的な電気現象と、そ

の現象が数式により表現

できることに関心をも

ち、新しい事柄に対して

意欲的に学習に取り組ん

でいる。 

評価の方法 
定期テスト・演習・ノート・取り組み姿勢など上記の観点から総合的に判断し評価

します。 

担当者より 

（注意事項等） 

公式などを覚えるだけではなく、なぜそうなるかを自分の頭で理解し、それを応用

することが重要である。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 4月 5月 6月 ７月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 

電流と電圧 ○ ○         

電気抵抗、抵抗の接続   ○ ○       

直流回路の計算     ○ ○     

電流の作用       ○ ○   

電池、復習         ○ ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・電１年・生産技・２０４ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 生産技術 ２ １ 電気電子科 

 

科目の概要 生産技術に必要な基礎的な技術を習得する。 

学習目標 

１．生産技術について自動化やネットワーク化を踏まえて理解するとともに、関連

する技術を身に付けるようにする。 

２．生産技術に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき工業技術

の進展に対応し解決する力を養う。 

３．人と機械が協調して生産性を改善する力の向上を目指して自ら学び、工業の発

展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

教科書 生産技術（実教） 

副教材等 学校印刷教材など 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

生産技術に関する基礎

的・基本的な知識と技術

を身に付け、コンピュー

タによる生産の合理化や

統括生産の意義や役割を

理解している。 

生産技術に関する諸問題

の適切な課題解決をめざ

し、基礎的な知識と技術を

活用して判断し、その結果

を的確に表現する能力を

身に付けている。 

生産技術に興味・関心を

もち、生産工業と社会と

のかかわりについて意欲

的に取り組み、実践的で

真剣な態度を身に付けて

いる。 

評価の方法 
定期テスト・演習・ノート・取り組み姿勢など上記の観点から総合的に判断し評価

します。 

担当者より 

（注意事項等） 

公式などを覚えるだけではなく、なぜそうなるかを自分の頭で理解し、それを応用

することが重要である。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

磁気と静電気 ○ ○         

交流回路   ○ ○       

電子回路     ○ ○     

生産における制御技術       ○ ○   

ロボット技術         ○ ○ 

 

 



田辺工業高等学校（全）・電２年・電実習・２０５ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 実習 ４ ２ 電気電子科 

 

科目の概要 
実際に実験・実習機器を取り扱い、各種の電気現象や相互作用を理解し、理論式と

の関連を習得する。 

学習目標 

（1）工業の各分野に関する技術を実際の作業に即して総合的に理解するとと

もに、関連する技術を身に付けるようにする。 

（2）工業の各分野の技術に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学

的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

（3）工業の各分野に関する技術の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主

体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

教科書 作成教材（プリント）等 

副教材等  

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

実験実習の内容を理解

し、回答することができ

る。言語実習では個性の

あるプログラムを作成で

きる。測定データを的確

にまとめて、報告書を書

くことができる。 

測定において、正しく計器

を使い実験することがで

きる。回路を理解し、正し

く取付け、接続ができる。

プログラムを理解し正し

い命令語を使うことがで

きる。 

計測実習では、積極的に

回路の結線やデータ収集

に取組むことができる。

製作実習では、工具の取

扱いが正しくできる。 

言語実習では、積極的に

課題に取り組むことがで

きる。 

評価の方法 レポートの内容を含め、授業での取組をテーマごとに点数化して評価する。 

担当者より 

（注意事項等） 

正しく実習服を着用し、安全第一に努めてください。 

実習は、グループによる作業が多いので協力して行います。 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

コンピュータ（C言語） ○ ○ ○ ○ ○      

シーケンス制御実習 ○ ○ ○ ○ ○      

直流機の速度制御、無負荷試験・負荷試験 ○ ○ ○ ○ ○      

電気工事 ○ ○ ○ ○ ○      

電子工作基礎 ○ ○ ○ ○ ○      

トランジスタの静特性・周波数特性      ○ ○ ○ ○ ○ 

シーケンス制御実習      ○ ○ ○ ○ ○ 

単相変圧器の特性試験・三相結線      ○ ○ ○ ○ ○ 

交流ブリッジによる RＬC測定・直並列共振回路の測定      ○ ○ ○ ○ ○ 

電子工作基礎      ○ ○ ○ ○ ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・電２年・工情数・２０６ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 工業情報数理 ２ ２ 電気電子科 

 

科目の概要 

工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通し

て、工業の各分野における情報技術の進展への対応や事象の数理処理に必要な資

質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

学習目標 

１．工業の各分野における情報技術の進展と情報の意義や役割及び数理処理の理論

を理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。 

２．情報化の進展が産業社会に与える影響に関する課題を発見し、工業に携わる者

として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

３．工業の各分野において情報技術及び情報手段や数理処理を活用する力の向上を

目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

教科書 実教出版「工業 718 工業情報数理」 

副教材等 プリント 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

情報技術に関する基礎

的な知識と技術を理解

し、情報技術を利用した

情報の収集・処理・活用

のために必要な技能を身

につけている。 

諸問題の解決をめざし

てみずから思考を深め、問

題解決方法を適切に判断

する能力を身につけてお

り、情報技術を活用して情

報を処理・表現することが

できる。 

情報技術に関する基礎

的な知識と技術に関心を

もち、その習得に向けて

意欲的に取り組むととも

に、実際に活用しようと

する創造的・実践的な態

度を身につけている。 

評価の方法 定期テストの点数に加え、上記評価の観点から総合的に判断し評価します。 

担当者より 

（注意事項等） 
１年の学習を基礎にして、学んでいきましょう。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

６章 ハードウェア 〇 〇 〇        

７章 コンピュータネットワー  

ク 
  ○ 〇       

８章 コンピュータ制御     ○ ○     

９章 情報技術の活用と問題の

発見・解決 
      ○ ○   

10 章 情報数理         ○ ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・電２年・電気回・２０７ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 電気回路 ３ ２ 電気電子科 

 

科目の概要 電気に関する基礎的な知識と技術を習得する。 

学習目標 

１．電気回路について電気的諸量の相互関係を踏まえて理解するとともに、関連す

る技術を身に付けるようにする。 

２．電気回路に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき工業技術

の進展に対応し解決する力を養う。 

３．電気回路を工業技術に活用する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主

体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

教科書 
電気回路（上）（コロナ社） 

電気回路（下）（コロナ社） 

副教材等 プリント 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

交流回路・三相交流・各種波

形・電気計測の基本的な法則

を使って計算ができる。 

交流回路・三相交流・各種

波形・電気計測などについ

て理解できる。 

電気の学習の基礎になる
交流回路・三相交流・各種

波形・電気計測に関心を持

ち、意欲的に取り組める。 

評価の方法 
定期テスト・演習・ノート・取り組み姿勢など上記の観点から総合的に判断し評価

します。 

担当者より 

（注意事項等） 

公式などを覚えるだけではなく、なぜそうなるかを自分の頭で理解し、それを応用

することが重要である。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 4月 5月 6 月 ７月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 

交流回路(上) ○ ○         

記号法による交流回路の計算

(下) 
  ○ ○       

三相交流(下)     ○ ○     

各種の波形(下)       ○ ○   

電気計測(下)         ○ ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・電２年・電機器・２０８ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 電気機器 ２ ２ 電気電子科・選択 

 

科目の概要 電気機器である直流機・変圧器の構造および基本特性について学ぶ。 

学習目標 

１．電気機器についてエネルギーの変換を踏まえて理解するとともに、関連する技

術を身に付けるようにする。 

２．電気機器に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき工業技術

の進展に対応し解決する力を養う。 

３．電気機器に関わる電気エネルギーを活用する力の向上を目指して自ら学び、工

業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

教科書 電気機器（実教出版） 

副教材等  

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

実験機械・器具・計測器

の機能を正確に理解す

る。測定データの処理が

正しくでき、結果を的確

に書き表すことができ

る。電気機器に関する技

能を習得する。 

電気回路および電気実習の

学習で習得した関連知識を

生かし、電気機器について

発展的に思考・考察し、導

き出した考えを的確に表現

することができる。 

各種電気機器の原理・特徴

を理解しようとしたか。起

電力やトルクなどの諸計

算に、意欲的に取り組めた

か。各種電気機器の利用技

術について関心を持ち、正

しく理解する。 

評価の方法 

定期考査（５回） 

小テスト、提出物、レポート等 

上記の観点から総合的に判断し評価します。 

担当者より 

（注意事項等） 

電気を学習するにあたり電気機器は応用の分野になるので、数学と電気回路をしっ

かり学習しておくことが大切になります。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

直流機の原理 ○ ○         

直流発電機の理論   ○        

直流電動機の理論    ○       

電気材料     ○ ○     

変圧器の構造と理論       ○ ○   

変圧器の特性         ○  

変圧器の結線          ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・電２年・子回路・２０９ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 電子回路 ２ ２ 電気電子科・選択 

 

科目の概要 電子回路の基礎を学習する。 

学習目標 

（1） 電子回路について機能や特性を踏まえて理解するとともに、関連する技術を

身に付けるようにする。 

（2） 電子回路に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき工業技

術の進展に対応し解決する力を養う。 

（3） 電子回路を設計・製作する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体

的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

教科書 電子回路（実教出版） 

副教材等 学校での作成教材（プリント） 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

電子回路の働きや特徴を理

解し、その上で電子回路を

活用する知識がある。電子

回路において、必要な計算

をし、必要な図などを描く

ことができる。 

電子回路の内容について

回路の動作等を推論また

は考察して表現できる。 

ダイオード・トランジス

タについて増幅の仕組み

など電子回路の内容につ

いて興味を持ち、意欲的

な態度で学習に取り組め

る。 

評価の方法 
定期テストの点数に加え、提出物への取り組み、授業中の学習への取り組み状況、

および上記評価の観点から総合的に判断し評価する。 

担当者より 

（注意事項等） 

忘れ物をしないようにすること。 

電卓持参のこと。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

電子回路素子 ○ ○ ○ ○       

増幅回路の基礎     ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・電２年・電力技・２１０ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 電力技術 ２ ２ 電気電子科・選択 

 

科目の概要 
電気エネルギーを供給する電力施設・設備の取り扱い、電力運用の基礎的な内容を

理解する。 

学習目標 

１．電気エネルギーを供給する発電、送電、配電などの電力の供給技術と、これら

に使用されている電力施設・設備の取り扱い、電力運用の基礎的な技術を理解させ、

実際に活用する能力を育てる。 

２．エネルギー資源の有効利用や省エネルギーの観点から、各種の新しい発電方式

の仕組みや、効率の向上などについても理解を深めさせる。 

３．電力を効率的に利用する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的か

つ協働的に取り組む態度を養う。 

教科書 電力技術１（実教出版） 

副教材等 学校印刷教材など 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

水力・火力・原子力・新

しい発電方式について特

徴を正しく理解し、説明

できる。 

電気回路、電気実習で習得

した関連知識や技能を生

かし、電力技術について発

展的に思考・考察し、導き

出した考えを的確に表現

することができる。 

電気エネルギーの供給に

興味をもち、積極的に学

習に取り組むとともに、

技術者としての態度を身

につける。 

評価の方法 
定期テスト・演習・ノート・取り組み姿勢など上記の観点から総合的に判断し評価

します。 

担当者より 

（注意事項等） 

公式や回路を覚えるだけではなく、自分の身の回りで電気がどのように使われてい

るのかを考え、自分で考え理解する事が大切です。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 4月 5月 6 月 ７月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 

発電、水力発電 ○ ○ ○        

火力発電    ○ ○      

原子力発電       ○ ○    

再生可能エネルギーによる発電        ○ ○  

その他のエネルギーによる発電          ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・電３年・課題研・２１１ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 課題研究 ３ ３ 電気電子科・必履修 

 

科目の概要 
横断的・探究的な学習を通して、自ら課題を見付け主体的に判断し、よりよく問

題を解決する資質や能力を育成する。  

学習目標 

（1） 工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、相互に関連付

けられた技術を身に付けるようにする。 

（2） 工業に関する課題を発見し、工業に携わる者として独創的に解決策を探究

し、科学的な根拠に基づき創造的に解決する力を養う。 

（3） 課題を解決する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展や社会貢献に主

体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

教科書 学校での作成教材（プリント） 

副教材等  

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

課題解決に至る知識や技

能を身につけ、報告書や発

表会で適切に報告するこ

とができる。 

自分の役割を認識し、今ま

での経験を活かし、創意工

夫を凝らして活動すること

ができる。また、発表会で

積極的に報告することがで

きる。 

課題解決のため、課題を

認識し、課題解決する過

程や、積極的に解決する

ことができる。 

評価の方法 
評価の観点で示した項目をもとに３観点で総合的に評価します。 

朝の学習において、使用教材に応じて行われた試験結果等も評価対象に含める。 

担当者より 

（注意事項等） 

各班で相談して課題を決定し、１年間を通して研究を深めます。他者と協同して

研究を進めることで、望ましい人間関係の形成を図ります。最後に１年間の様子

をまとめ、発表原稿を作り、報告集会で発表します。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

製作・調査・研究・実験・実習 

・バッテリー教育 

・プロジェクションマッピング 

・太陽光発電、風力発電 

・照明器具の製作 

・ラジコン 

・電気工事 

・おもちゃ病院  等 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

研究報告書作成、研究発表準備        ○ ○  

 



田辺工業高等学校（全）・電３年・電実習・２１２ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 実習 ４ ３ 電気電子科 

 

科目の概要 
実際に実験・実習機器を取り扱い、各種の電気現象や相互作用を理解し、理論式と

の関連を習得する。 

学習目標 

（1）工業の各分野に関する技術を実際の作業に即して総合的に理解するとともに、

関連する技術を身に付けるようにする。 

（2）工業の各分野の技術に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な

根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

（3）工業の各分野に関する技術の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的

かつ協働的に取り組む態度を養う。 

教科書  

副教材等 学校での作成教材（プリント） 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

電気・計測の各分野に関

する基礎的・基本的な知

識を身に付け、工業の発

展と環境の調和の取れた

在り方や現代社会におけ

る制御の意義や役割を理

解することができる。 

電気・計測の各分野に関す

る基礎的・基本的な技術を

身につけ安全に配慮し、実

際の仕事を合理的に計画

し、適切に処理するととも

に、その成果を的確に表現

することができる。 

電気・計測に関する諸問

題の解決を目指して広い

視野を持ち自ら考え、基

礎的・基本的な知識と技

術を活用して適切に判断

し、創意工夫する能力を

身につける。 

評価の方法 評価はレポートを含め、テーマごとに得点化し評価する。 

担当者より 

（注意事項等） 

忘れ物をしないようにすること。 

レポート提出日が決められているので、期日を厳守すること。 

実習服をきちんと着用すること。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

三相誘導機の特性試験 ○ ○ ○ ○ ○      

高圧放電・絶縁の特性試験 ○ ○ ○ ○ ○      

電子工作基礎Ⅰ、Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○      

電気工事 ○ ○ ○ ○ ○      

オペアンプの増幅特性 ○ ○ ○ ○ ○      

コンピュータⅠ、Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○      

ＰＬＣによる制御Ⅰ、Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○      

同期機の特性試験      ○ ○ ○ ○  

受電設備の実習（過電流継電器の試験方法）      ○ ○ ○ ○  

電子工作基礎Ⅲ、Ⅳ      ○ ○ ○ ○  

ＬＣ発振回路の特性      ○ ○ ○ ○  

ＣＲ発振回路の特性      ○ ○ ○ ○  

コンピュータⅢ      ○ ○ ○ ○  

レーダーと気象衛星      ○ ○ ○ ○  

ＰＣによる制御Ⅰ、Ⅱ      ○ ○ ○ ○  

 



田辺工業高等学校（全）・電３年・電製図・２１３ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 製図 ２ ３ 電気電子科 

 

科目の概要 図面を描く能力と読む能力を習得させる。 

学習目標 

（1）工業の各分野に関する製図について日本産業規格及び国際標準化機構規格を

踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。 

（2）製作図や設計図に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠

に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

（3）工業の各分野における部品や製品の図面の作成及び図面から製作情報を読み

取る力の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態

度を養う。 

教科書 電気製図（実教出版） 

副教材等 学校での作成教材（プリント） 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

ものづくりにおける製図

の重要性を理解し、作業

性など幅広い視野を持ち

作図することができる。

学習した内容をもとに図

面を完成できる。 

 

基礎的･基本的知識を活用

して、みずから考察を深

め、適切に判断し、創意工

夫する能力が身について

いる。また、日本産業規格

など製図に関する規格と

の整合性などを判断でき、

考え方を的確に表現でき

る。 

ものづくりを学ぶうえで

必須の科目であり、電気

製図の意義や役割および

知識や技術に対して、関

心・意欲があり、主体的

に取り組むとともに、技

術者としての望ましい心

構えや態度が身について

いる。 

評価の方法 

課題は作品の完成・提出を前提として、仕上がり具合から評価する。 

担当者より 

（注意事項等） 

静寂な環境を保ち、集中して課題に取り組む姿勢を評価する。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

線と文字 ○ ○         

三角法・等角図  ○ ○        

図記号   ○        

単線結線図（受電設備）   ○ ○       

屋内配線図    ○ ○ ○ ○ ○ ○  

照明コンクール課題        ○ ○  

 



田辺工業高等学校（全）・電３年・コン技・２１４ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 
コンピュータシステム

技術 
２ ３ 電気電子科 

 

科目の概要 コンピュータシステムに関する知識と技術の学習 

学習目標 

１．コンピュータシステム技術について情報処理システムの運用を踏まえて理解す

るとともに、関連する技術を身に付けるようにする。 

２．コンピュータシステムに関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基

づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

３．コンピュータシステムを開発する力の向上を目指して自ら学び、情報技術の発

展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

教科書 コンピュータシステム技術（実教出版） 

副教材等 自主作成プリント 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

コンピュータシステム技

術について情報処理シス

テムの運用をふまえて理

解するとともに、コンピュ

ータシステムの活用にお

ける様々な状況に対応で

きる技術を身に付けてい

る。 

コンピュータシステムの

構築と運用に着目して、コ

ンピュータシステムに関

する課題を考え、コンピュ

ータシステムの運用が社

会に与える影響に責任を

もち、科学的な根拠に基づ

き工業技術の進展に対応

し解決する力を身に付け

ている。 

効果的に情報などを処理

するコンピュータシステ

ムの構築と運用について

自ら学ぶ態度や、情報技術

の発展に主体的かつ協働

的に取り組む態度を身に

付けている。 

評価の方法 評価の観点で示した項目をもとに総合的に評価します。 

担当者より 

（注意事項等） 

コンピュータシステムの総合的な学習です。また、時にはコンピュータを利用して、

学習内容の確認と理解を深めていきます。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

コンピュータシステムの概要 ○ ○         

情報のディジタル化   ○ ○       

ネットワーク技術     ○ ○     

データベース技術       ○ ○   

コンピュータシステムの開発と

評価 
        ○  

 



田辺工業高等学校（全）・電３年・電機器・２１５ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 電気機器 ２ ３ 電気電子科・選択 

 

科目の概要 電気機器での交流機、パワーエレクトロニクスについて学ぶ。 

学習目標 

１．電気機器についてエネルギーの変換を踏まえて理解するとともに、関連する技術

を身に付けるようにする。 

２．電気機器に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の

進展に対応し解決する力を養う。 

３．電気機器に関わる電気エネルギーを活用する力の向上を目指して自ら学び、工業

の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

教科書 電気機器（実教） 

副教材等 プリント 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

各種電気機器の原理・特徴

を理解する。公式を活用し

て、誘導機や同期機などの

計算問題を解くことがで

きる。 

問題や課題について自ら

が考え、判断し解決でき

る。学習内容を問題や課題

を解くために活用できる。 

学習に意欲的に取り組み、  

内容をきちんとノートにま

とめることができる。 

評価の方法 定期テスト５回と、上記評価の観点から総合的に評価する。 

担当者より 

（注意事項等） 

・２年生で学習した電気機器の内容や、計算の基礎となる三角関数やベクトルの 

復習をしっかりしておくことが大切になります。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

三相誘導電動機 ○ ○ ○        

各種誘導機   ○ ○       

三相同期発電機     ○ ○     

三相同期電動機      ○ ○    

小型モータ       ○ ○   

電動機の活用        ○ ○  

 



田辺工業高等学校（全）・電３年・電力技・２１６ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 電力技術 ４ ３ 電気電子科・選択 

 

科目の概要 
電気エネルギーを供給する電力施設・設備の取り扱い、電力運用の基礎的な内容を

理解する。 

学習目標 

（1）電力技術について電力の供給と利用技術を踏まえて理解するとともに、関連する

技術を身に付けるようにする。 

（2）電力の供給と利用技術に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づ

き、工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

（3）電力を効率的に利用する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ

協働的に取り組む態度を養う。 

教科書 「７４０ 電力技術１」、「７４１ 電力技術２」（実教出版） 

副教材等 学校での作成教材（プリント） 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

電力技術に関する事象に

ついて、技術の関連性が

あることを理解できる。

種々の電気事象に対して

適切な考えをすることが

できる。各種の公式の意

味を理解し、正しい計算

ができる。電力を利用す

る多様な機器について学

び、さらに、電力応用に

おける省エネルギー技術

について理解できる。 

電気回路、電気実習や電

気製図で習得した関連知

識や技能を生かし、電力

技術について発展的に思

考・考察し、導き出した

考えを的確に表現するこ

とができる。 

 

発電、送電、配電、屋内配

線および電気関係法規など

や照明、電気加熱、自動制

御、コンピュータによる制

御、電気化学、電気鉄道、

さまざまな電気エネルギー

の供給や電力応用などに興

味・関心をもち、主体的に

学習に取り組むとともに、

技術者としての態度を身に

つける。 

 

評価の方法 
定期考査(５回)、課題・ノートの記述内容、授業の学習への取り組み状況等を総合

的に評価する。 

担当者より 

（注意事項等） 

公式や回路を覚えるだけではなく、自分の身の回りで、電気がどのように使われて

いるのかを考え、自分で考え理解する事が大切です。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

送電（力技１） ○ ○ ○ ○       

配電（力技１）    ○ ○ ○ ○    

屋内配線（力技１）       ○ ○   

電気関係法規（力技１）        ○ ○  

照明（力技２） ○ ○ ○        

自動制御（力技２）    ○ ○ ○     

電気加熱（力技２）       ○ ○   

電気化学（力技２）        ○ ○  

 



田辺工業高等学校（全）・電３年・子回路・２１７ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 電子回路 ２ ３ 電気電子科・選択 

 

科目の概要 電子回路の基礎を学習する。 

学習目標 
電子回路に関する基礎的な知識と技術を習得する。 

習得した知識と技術を実際に活用できるようにする。 

教科書 電子回路（実教） 

副教材等  

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

電子回路素子や電子回路の

構成などの基本的な事項の

知識を持ち、動作原理を理

解している。また、諸量の

数式表現を理解し、それら

を計算によって求めること

ができる。 

電気に関する知識と技術

を活用し、各種電子回路

の動作などについて自ら

思考を深め、科学的に表

現することができる。 

電子回路の動作について

意欲的に学習に取り組

み、学習態度は真剣であ

る。また、各種の電子回

路について関心をもち、

知識を活用する態度を持

っている。 

評価の方法 
定期テストの点数に加え、提出物への取り組み、授業中の学習への取り組み状況、

および上記評価の観点から総合的に判断し評価する。 

担当者より 

（注意事項等） 

２年生の時に学んだ電子回路をもう一度復習しておいてください。 

必要に応じて電気基礎の復習も行います。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 2月 

いろいろな増幅回路 ○ ○         

発振回路   ○ ○       

変調、復調回路     ○ ○     

パルス回路       ○ ○   

電源回路         ○  

 



田辺工業高等学校（全）・電３年・通信技・２１８ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 通信技術 ２ ３ 電気電子科・選択 

 

科目の概要 
基礎的基本的な内容を重視し、正確に効率よく情報を伝達する「通信技術」につ

いての知識と理解を深める。 

学習目標 

１．通信技術について通信機器の機能や特性を踏まえて理解するとともに、関連

する技術を身に付けるようにする。 

２．通信技術に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき工業技

術の進展に対応し解決する力を養う。 

３．通信技術を通して情報通信の付加価値を高める力の向上を目指して自ら学び、

工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

教科書 通信技術（実教 工業７６５） 

副教材等 学校印刷教材など 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

有線、無線、画像通信に

関する知識を身につけて

いる。入出力機器に関す

る基礎知識を身につけて

いる。通信関連法規の概

要を理解している。基本

的な回路の製作や信号波

形の観測などを正しく行

う知識と技術を修得して

いる。 

通信技術について論理的

な考え方ができる。基礎知

識を正確に理解し、発展的

な考え方ができる。通信に

利用されている技術を正

確に理解し、発表したり報

告書を作成したりできる。 

 

通信に関連する技術に興

味・関心をもっている。

情報の加工・伝送に関す

る学習に取り組み、活用

する意欲をもっている。 

評価の方法 定期考査の評価、提出物評価、学習への取り組み状況などによる総合評価 

担当者より 

（注意事項等） 

公式などを覚えるだけではなく、なぜそうなるかを自分の頭で理解し、それを応

用することが重要である。また忘れ物をしないように気を付けること。 

必要に応じて電気回路等の復習問題も実施する。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

有線通信 ○ ○ ○ ○       

無線通信    ○ ○ ○     

画像通信      ○ ○ ○   

通信装置の入出力機器        ○ ○  

通信関連法規         ○  

 

 



田辺工業高等学校（全）・情１年・工技基・３０１ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 工業技術基礎 ４ １ 情報システム科・必履修 

 

科目の概要 プログラミング・電気計測・アプリケーション・電子工作・ディジタル回路 

学習目標 

工業に関する基礎的な技術を実験や実習によって体験し、各分野における工業技術

への興味・関心を高め、工業の意義や役割を理解させ、広い視野と倫理観を養い、

工業の発展をはかる意欲的な態度を身につけさせる。 

教科書 工業技術基礎（実教出版） 

副教材等  

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

工業の各分野に関する基

礎的な知識と技術を身に

つけ、現代社会における

工業の意義や役割を理解

している。 

また実際の仕事を適切に

処理する技能を身につけ

ている。 

工業技術に関する、基礎的

な知識と技術を活用して

適切に判断し、その結果を

的確に表現する能力を身

につけている。 

工業技術に興味・関心を

持ち、その改善向上を目

指して意欲的に取り組む

とともに、実践的な態度

を身につけている。 

評価の方法 実習に取り組む姿勢、理解度、レポート等により、総合的に評価します。 

担当者より 

（注意事項等） 

１クラスを５班にわけ、それぞれのテーマをローテーションし、少人数で実技・実

習の学習を行います。レポートの提出期限を守ってください。 

全国工業高等学校長協会主催「パソコン利用技術検定」の３級、２級の内容を含み

ます。 

 

◎年間学習計画 

班 学習内容 

プログラミング基礎１ 非言語型のプログラミング技術の基礎及び応用 

プログラミング基礎２ 言語型のプログラミング技術の基礎及び応用 

アプリケーション１ Word、PowerPoint等のアプリケーションの基礎演習 

アプリケーション２ Excelの基礎演習 

工業技術総合 工具の扱い方、計測方法など工業科全般にまつわる実習 

 



田辺工業高等学校（全）・情１年・工情数・３０２ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 工業情報数理 ３ １ 情報システム科・必履修 

 

科目の概要 情報と情報技術を活用して、問題の発見と解決に取り組む能力を身につける。 

学習目標 

社会における情報の意義や役割を理解し、情報技術に関する知識と技術を習得

する。また、工業の各分野において情報及び情報手段を主体的に活用する能力

と態度を身につける。 

教科書 工業情報数理（実教出版） 

副教材等  

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

情報技術に関する基礎的

な知識と技術を理解し、

情報技術を利用した情報

の収集・処理・活用のた

めに必要な技能を身につ

けている。 

諸問題の解決をめざして

みずから思考を深め、問題

解決方法を適切に判断す

る能力を身につけており、

情報技術を活用して情報

を処理・表現することがで

きる。 

情報技術に関する基礎的

な知識と技術に関心をも

ち、その習得に向けて意

欲的に取り組むととも

に、実際に活用しようと

する創造的・実践的な態

度を身につけている。 

評価の方法 
学習内容の理解度や提出物の内容、プログラム作成能力などにより総合的に評価し

ます。 

担当者より 

（注意事項等） 

習熟度による班編成とし、少人数で能力に応じた学習を行います。 

全国工業高等学校長協会主催「情報技術検定」の３級、２級の内容も含みます。 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

産業社会と情報技術 ○ ○         

コンピュータの基本操作とソフトウェア  ○ ○        

プログラミングの基礎   ○        

Ｃによるプログラミング    ○ ○ ○ ○    

ハードウェア       ○ ○   

コンピュータネットワーク        ○ ○  

コンピュータ制御         ○  

情報技術の活用と問題の発見・解決          ○ 

数理処理          ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・情１年・プロ技・３０３ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 プログラミング技術 ３ １ 情報システム科 

 

科目の概要 C 言語によるプログラミング 

学習目標 

コンピュータのプログラミングをアルゴリズムとプログラム技法の観点か

ら捉え、工業生産や社会生活に関連付けて考察し、実践的・体験的な学習活動

を行うことなどを通して、コンピュータのプログラミングができるようにな

る。そのためにまず、コンピュータによる問題処理の手順を理解し、次に実際

のプログラムを作成するための技法を身につける。 

教科書 プログラミング技術（実教出版） 

副教材等  

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

コンピュータを使用して

問題を解決するための処

理手順を理解している。

文書化、システムの開発

手順、プログラムの構造

化、モジュール化などの

実践的な知識を持ち、効

率的な開発の技法を理解

している。コンパイラな

どの開発用ソフトウェア

を適切に操作し、プログ

ラムを作成できる。 

基本的なアルゴリズムと

処理手順を実際にプログ

ラミングすることを通し

て理解している。処理の対

象となる問題を正確に分

析し、適切な処理手順を考

え、プログラムを作成する

実践的な能力を身につけ

ている。 

コンピュータによる問題

処理の手段としてのプロ

グラミングに興味・関心

を持っている。基本的な

プログラミング言語の知

識を学習し活用する意欲

を持ち、実際のプログラ

ム開発に主体的に取り組

む態度を身につけてい

る。 

評価の方法 

・年間５回の定期考査 

・授業への取り組み状況 

・ノート・ワークシートの記述が適切であるか 

担当者より 

（注意事項等） 
・上記の評価の観点、評価の方法により総合的に成績評価を行います。  

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

プログラム開発 ○ ○ ○        

プログラミング技法Ⅰ   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

           

 

 



田辺工業高等学校（全）・情２年・情実習・３０４ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 実習 ４ ２ 情報システム科 

 

科目の概要 

C 言語プログラミングの応用について学ぶ。 

PIC マイコン基板の制御について学ぶ。 

Python プログラミングの基礎について学ぶ。 

VBA プログラミング（マクロ）について学ぶ。 

Web ページの製作について学ぶ。 

学習目標 

工業の情報に関する技術を実際の作業に即して総合的に理解するとともに、関連す

る技術を身に付けるようにする。情報に関する技術の向上を目指して自ら学び、工

業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

教科書  

副教材等  

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 

工業の各分野に関する基礎

的な知識と技術を身につ

け、現代社会における工業

の意義や役割を理解してい

る。また実際の仕事を適切

に処理する技能を身につけ

ている。 

工業技術に関する、基礎的

な知識と技術を活用して

適切に判断し、その結果を

的確に表現する能力を身

につけている。 

工業技術に興味・関心を

持ち、その改善向上を目

指して意欲的に取り組

むとともに、実践的な態

度を身につけている。 

評価の方法 実習に取り組む姿勢、理解度、レポート等により、総合的に評価します。 

担当者より 

（注意事項等） 

１クラスを５班にわけ、それぞれのテーマをローテーションし、少人数で実技・実

習の学習を行う。レポートの提出期限を守ること。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 学習内容 

VBA VBA によるマクロのプログラミングについて学ぶ。 

IoT 制御 IoT キットを用いて遠隔操作および自動制御について学ぶ。 

Python プログラミング Python によるオブジェクト指向言語の基礎を学ぶ。 

Web ページ作成 HTML による Web ページ製作について学ぶ。 

画像処理 Adobe Photoshop による画像処理について学ぶ。 

 



田辺工業高等学校（全）・情２年・電気回・３０５ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 電気回路 ２ ２ 情報システム科・選択 

 

科目の概要 電気に関する基礎的学習 

学習目標 
電気に関する基礎的な知識・技術を習得する。 

習得した知識・技術を活用できるようにする。 

教科書 精選電気回路（実教出版）722 

副教材等  

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

電気的諸量の相互関係を

理解し、それらを式の変

形や計算により求めるこ

とができる。電気に関す

る諸量を測定するための

基本的な技術をもってい

る。 

いろいろな電気現象がな

ぜ起こるかを自ら学び、自

ら考えることができる。ま

た、基礎的・基本的な知識

をもとに電気現象を数学

的に考察し、表現すること

ができる。 

電気の諸現象に関心をも

ち、学習に意欲的に取り

組むことができる。 

評価の方法 評価の観点で示した項目をもとに総合的に評価します。 

担当者より 

（注意事項等） 
 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

電気回路の要素 ○ ○         

直流回路   ○ ○ ○ ○     

静電気      ○ ○ ○   

電流と磁気        ○ ○ ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・情２年・プロ技・３０６ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 プログラミング技術 ２ ２ 情報システム科 

 

科目の概要 C 言語によるプログラミング 

学習目標 

コンピュータのプログラミングをアルゴリズムとプログラム技法の観点から

捉え、工業生産や社会生活に関連付けて考察し、実践的・体験的な学習活動を

行うことなどを通して、コンピュータのプログラミングができるようになる。

そのためにまず、コンピュータによる問題処理の手順を理解し、次に実際のプ

ログラムを作成するための技法を身につける。さらに、ファイル処理、ネット

ワーク処理、機器制御処理などの実際的な応用プログラムによりプログラムの

開発方法を体験的に学習する。 

教科書 プログラミング技術（実教出版） 

副教材等 情報技術検定問題集 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

コンピュータを使用して

問題を解決するための処

理手順を理解している。

文書化、システムの開発

手順、プログラムの構造

化、モジュール化などの

実践的な知識を持ち、効

率的な開発の技法を理解

している。コンパイラな

どの開発用ソフトウェア

を適切に操作し、プログ

ラムを作成できる。 

基本的なアルゴリズムと

処理手順を実際にプログ

ラミングすることを通し

て理解している。処理の対

象となる問題を正確に分

析し、適切な処理手順を考

え、プログラムを作成する

実践的な能力を身につけ

ている。 

コンピュータによる問題処

理の手段としてのプログラ

ミングに興味・関心を持っ

ている。基本的なプログラ

ミング言語の知識を学習し

活用する意欲を持ち、実際

のプログラム開発に主体的

に取り組む態度を身につけ

ている。 

評価の方法 

・年間５回の定期考査 

・授業への取り組み状況 

・ノート・ワークシートの記述が適切であるか 

担当者より 

（注意事項等） 
・上記の評価の観点、評価の方法により総合的に成績評価を行います。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

プログラミング技法Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○      

応用的プログラム      ○ ○ ○   

入出力設計         ○ ○ 

           



田辺工業高等学校（全）・情２年・ハード・３０７ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 ハードウェア技術 ３ 2 情報システム科 

 

科目の概要 
コンピュータが動作するしくみについて、基礎的な知識を習得し、ハードウェアを

活用できる能力を育成する。 

学習目標 
コンピュータのハードウェアに関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用

する能力と態度を身につける。 

教科書 ハードウェア技術（実教出版） 

副教材等 自主作成プリント 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

コンピュータのハードウ

ェアについて機能や構成

及び制御技術を工業生産

や社会生活と関連づけて

理解するとともに、コン

ピュータのハードウェア

に関わる様々な状況に対

応できる技術を身につけ

ている。 

コンピュータの構成やコ

ンピュータによる制御な

どに着目して、コンピュー

タのハードウェアに関す

る課題を見いだし、単に生

産性や効率だけを優先す

るのではなく、科学的な根

拠に基づき工業技術の進

展に対応し解決する力を

身につけている。 

コンピュータのハードウ

ェアの開発を目指し、コ

ンピュータのハードウェ

アの機能や構成及び制御

技術について意欲的に取

り組んでいる。また、情

報技術の発展に主体的か

つ協働的に取り組んでい

る。 

評価の方法 評価の観点で示した項目をもとに総合的に評価します。 

担当者より 

（注意事項等） 
 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

コンピュータの電子回路 ○ ○ ○ ○       

コンピュータの構成    ○ ○ ○ ○ ○   

コンピュータによる制御        ○ ○ ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・情２年・ソフト・３０８ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 ソフトウェア技術 ２ ２ 情報システム科 

 

科目の概要 ソフトウェアの知識やセキュリティ対策技術を学習する 

学習目標 

工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、コン

ピュータのソフトウェアの活用や開発に必要な資質・能力を育成する。ソフ

トウェア、オペレーティングシステムやセキュリティに関する技術や、アプ

リケーションソフトウェア開発の技術を習得させ、実際に活用できる能力と

態度を育てる。 

教科書 ソフトウェア技術（実教出版） 

副教材等  

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

情報技術の進展に対応す

るために、コンピュータの

ソフトウェアについてシ

ステムソフトウェアとプ

ログラミングツールとを

工業生産や社会生活と関

連付けて理解するととも

に、アプリケーションソフ

トウェア開発やソフトウ

ェアの活用におけるさま

ざまな状況に対応できる

力を身につけている。 

オペレーティングシステ

ム、ネットワーク、セキュ

リティの管理、アプリケー

ションソフトウェア開発

に着目して、コンピュータ

のソフトウェアに関する

課題を見いだし、単に生産

性や効率だけを優先する

のではなく、科学的な根拠

に基づき工業技術の進展

に対応し解決する力を身

につけている。 

コンピュータのソフト

ウェアを開発する力の

向上を目指し、効果的に

データなどを処理する

コンピュータのソフト

ウェアについて自ら学

ぶ態度や、情報技術の発

展に主体的かつ協働的

に取り組む態度を身に

つけている。 

評価の方法 

・年間５回の定期考査 

・授業への取り組み状況 

・ノート・ワークシートの記述が適切であるか 

担当者より 

（注意事項等） 

・上記の評価の観点、評価の方法により総合的に成績評価を行います。  

・教科書の知識を身につけるだけではなく、ソフトウェアを操作し、コンピュー

タシステムを運用、管理する能力を身につけてください。 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

ソフトウェアの重要性 ○          

ソフトウェアの分類 ○ ○         

コンピュータシステムの処理形態  ○ ○ ○ ○      

ＯＳの概要     ○ ○     

ＯＳの機能      ○ ○ ○   

インストールと環境整備         ○ ○ 

 



田辺工業高等学校（全）・情３年・課題研・３０９ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 課題研究 ３ ３ 情報システム科・必履修 

 

科目の概要 

情報システム科で学んだ知識を活用し、課題を解決する力の向上と主体的かつ協働

的に取り組む課題を設定し実践的な学習活動を行う。 

朝の学習を通じて、基礎学力の向上と進路に向けた学習を行う。 

学習目標 

工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通し

て、社会を支え産業の発展を担う職業人として必要な資質・能力を育成すること

を目指す。具体的には、課題を解決する力の向上を目指して自ら学び、工業の発

展や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

教科書  

副教材等  

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

課題解決に関する知識や技

能が身につけ、報告書や発

表会で課題解決に至る過程

について具体的に報告する

ことができる。 

自分の役割を認識し活動

し、今までの経験を活か

して、創意工夫を凝らす

ことができる。発表会で

積極的に報告することが

できる。 

課題解決のため課題を把

握し、解決するための知

識及び技能を主体的に獲

得して、試行錯誤するこ

とができる。 

評価の方法 評価の観点で示した項目をもとに３観点で総合的に評価します。 

担当者より 

（注意事項等） 

工業高校で興味や関心を持った事柄について個人またはグループで課題を設定し

ます。１年間で個人やグループでの作品の制作、研究をします。１月に研究報告会

があります。 

 

◎年間授業計画      ※毎年４月にテーマを設定します。 

班 学習内容 

マルチメディア PowerPointや Premierを使用し、学校紹介動画を作成する。 

プログラミング Arduinoを使用し、マイコンカーを製作する。 

VR空間の制作 VR空間制作ソフトを使用し、各自テーマにそった空間を制作する。 

アプリ開発 アプリケーションソフトウェアの企画・開発を行う。 

Iot制御 EPS開発ボード Wi-Fiモジュールを活用した Iot制御を行う。 

 



田辺工業高等学校（全）・情３年・情実習・３１０ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 実習 ４ ３ 情報システム科 

 

科目の概要 

ロボットアームの制御について学習する。 

IDEを用いて各種プログラミング言語について学習する。 

アプリケーション開発について学習する。 

VR空間モデルの作成について学習する。 

動画の処理について学習する。 

学習目標 

工業の情報に関する技術を実際の作業に即して総合的に理解するとともに、実際

の作業を通して情報技術に関する専門知識と技術を習得し、技術革新に主体的に

対応できる能力と態度を身につける。工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む

態度を養う。 

教科書  

副教材等  

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

工業の各分野に関する技

術を実際の作業に即して

総合的に理解するととも

に、関連する技術を身につ

けている。 

工業の各分野の技術に関

する課題を発見し、工業に

携わる者として科学的な

根拠に基づき工業技術の

進展に対応し解決する能

力を身につけている。 

工業の各分野に関する技

術の向上を目指して自ら

学び、工業の発展に主体

的かつ協働的に取り組む

態度を身につけている。 

評価の方法 実習に取り組む姿勢、理解度、レポート等により、総合的に評価します。 

担当者より 

（注意事項等） 

１クラスを５班にわけ、それぞれのテーマをローテーションし、少人数で実技・実

習の学習を行う。レポートの提出期限を守ること。 

 

◎年間授業計画 

班 学習内容 

FMS アセンブリ言語によるロボットアームの制御について学ぶ。 

Monaca Monacaを用いて各種プログラミング言語について学ぶ。 

ゲーム開発 Pythonによるゲーム開発について学ぶ。 

VRモデリング Stylyによる VR空間のモデリングについて学ぶ。 

動画編集 Adobe Premierを用いて動画作成について学ぶ。 

 



田辺工業高等学校（全）情３年・情製図・３１１ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 製図 ２ ３ 情報システム科 

 

科目の概要 図面作成の基本を理解し、コンピュータ使用による製図を行う。 

学習目標 

製図に関する日本産業規格および工業の各専門分野の製図に関する知識と技術を

習得させ、製作図・設計図などを正しく読み、図面を構想し作成する能力と態度を

身につける。具体的には、CAD を活用した機械設計製図について、基礎的な図面

が作成できるようにする。また、効率的に図面を作成するための応用力及び思考力

を習得する。 

教科書 製図（実教出版） 

副教材等 Jw_cad８ 製図入門（株式会社エクスナレッジ） 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

製図に関する基本的な概

念や基礎的な知識を理解

し、読図・作図の技能を身

につけている。二次元ＣＡ

Ｄの特徴を理解し、作図の

技能を習得している。 

製図に関する事象につい

て、論理的に考え分析し、

読図・作図について思考を

深め総合的に判断できる。

二次元ＣＡＤの機能など

について考察し、その過程

や結果および考え方を的

確に表現できる。 

製図に関する事象につい

て関心をもち、主体的・協

働的に取り組む態度を身

につけようとする。また、

二次元ＣＡＤについて関

心をもち、意欲的に技術を

習得しようと取り組んで

いる。 

評価の方法 評価の観点で示した項目をもとに３観点で総合的に評価します。 

担当者より 

（注意事項等） 

製図に関する知識と技術を習得させ、図面を構想し作成する能力を CADを用いて演

習する。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 

製図を学ぶにあたって ○ ○ ○        

平面図形のかき方  ○ ○        

二次元ＣＡＤ   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

 

 



田辺工業高等学校（全）・情３年・電気回・３１２ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 電気回路 ２ ３ 情報システム科・選択 

 

科目の概要 電気に関する基礎的学習 

学習目標 
電気に関する基礎的な知識・技術を習得する。 

習得した知識・技術を活用できるようにする。 

教科書 精選電気回路（実教出版） 

副教材等  

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

電気的諸量の相互関係を

理解し、それらを式の変

形や計算により求めるこ

とができる。電気に関す

る諸量を測定するための

基本的な技術をもってい

る。 

いろいろな電気現象がな

ぜ起こるかを自ら学び、自

ら考えることができる。ま

た、基礎的・基本的な知識

をもとに電気現象を数学

的に考察し、表現すること

ができる。 

電気の諸現象に関心をも

ち、学習に意欲的に取り

組むことができる。 

評価の方法 評価の観点で示した項目をもとに総合的に評価します。 

担当者より 

（注意事項等） 
 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

交流回路 ○ ○ ○ ○       

電気計測     ○ ○ ○    

非正弦波交流と過渡現象        ○ ○  

           

 



田辺工業高等学校（全）・情３年・ハード・３１３  

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 ハードウェア技術 ２ ３ 情報システム科 

 

科目の概要 
2年次で学習した内容を基本として、コンピュータが動作するしくみについて、基

礎的な知識を習得し、ハードウェアを活用できる能力を育成する。 

学習目標 
コンピュータのハードウェアに関する基礎的な知識と技術を習得し、実際に活用す

る能力と態度を身につける。 

教科書 ハードウェア技術（実教出版） 

副教材等 理解補助プリント 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

基本的な種類の命令を理

解し、中央処理装置の各

レジスタの役割および

各々のつながり、命令が

処理されるときのデータ

の流れなどを理解してい

る。与えられた問題に適

合するアセンブリ言語や

C 言語のプログラム作成

技術を習得している。コ

ンピュータのハードウェ

アに関わる様々な状況に

対応できる技術を身につ

けている。 

アセンブリ言語の書式、機

械語命令、宣言、マクロ命

令、アドレス修飾などを理

解し、簡単なプログラムで

表現している。コンピュー

タを制御するため、アセン

ブリ言語と C 言語で書か

れたデータ入力・出力のプ

ログラムの特徴について

思考を深め、説明してい

る。ハードウェアに関する

課題を見いだし、科学的な

根拠に基づき工業技術の

進展に対応し解決する力

を身につけている。 

問題に対する処理につい

て、流れ図を用いるなど、

解決のために主体的に探

究している。アセンブリ

言語・C 言語の記述方法

や命令語の使いかたなど

について主体的に探究し

ている。コンピュータの

ハードウェアの機能や構

成及び制御技術について

意欲的に取り組んでい

る。また、情報技術の発

展に主体的かつ協働的に

取り組んでいる。 

評価の方法 

・年間５回の定期考査 

（知識・技能、思考・判断・表現に関する問題） 

・授業への取り組み状況 

（主体的に学習に取り組む態度、発問に対し適切な内容であるか） 

・提出物 

（ノートの記述が適切であるか） 

・その他 

（小テスト） 

担当者より 

（注意事項等） 

・上記の評価の観点、評価の方法により総合的に成績評価を行います。 

・２年次の内容とは異なり、アセンブリ言語や C 言語によるプログラムを学習 

しますので、しっかり理解に励んでください。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

制御プログラム（アセンブリ言語） ○ ○ ○ ○ ○      

制御プログラム（C 言語）     ○ ○ ○ ○   

マイクロコンピュータの組み込み技術        ○ ○  

 



田辺工業高等学校（全）・情３年・ソフト・３１４ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 ソフトウェア技術 ２ ３ 情報システム科 

 

科目の概要 ソフトウェアの知識やセキュリティ対策技術を学習する（２年次の続き） 

学習目標 

見方・考え方を働かせ、コンピュータのソフトウェアの活用や開発に必要な資

質・能力を育成する。コンピュータを運用し、活用するために必要となるソフト

ウェア、オペレーティングシステムやセキュリティに関する技術を習得させ、実

際に活用できる能力と態度を育てる。具体的には基礎的な運用と管理、情報に関

する基本的な法規や標準化規格の目的と概要、基本的なセキュリティとリスク管

理についての知識と技術を習得することを目標とする。 

教科書 ソフトウェア技術（実教出版） 

副教材等  

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

セキュリティ技術につい

てコンピュータシステム

を外部からの脅威ついて

理解するとともに、情報セ

キュリティの基本概念や

リスクマネジメントを理

解し、実際にセキュリティ

対策ソフトウェアを適切

に設定し管理できる技術

を身につけている。 

セキュリティ技術につ

いて、コンピュータシス

テムを安心して利用で

きる視点で捉え、ソフト

ウェアの活用ができる

ように思考・判断し、自

分の考えを表現できる。 

 

コンピュータシステムを安

心して利用できる状態に着

目して、セキュリティ技術

に関する課題を見いだすと

ともに解決策を考え、セキ

ュリティ技術について自ら

学び、情報技術の進展に主

体的かつ協働的に取り組も

うとする態度を身につけて

いる。 

評価の方法 

・年間５回の定期考査 

・授業への取り組み状況（主体的に取り組んでいるか。） 

・ポートフォリオやノートで学習に対して積極的に取り組んでいるか。 

担当者より 

（注意事項等） 
・上記の評価の観点、評価の方法により総合的に成績評価を行います。  

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 

小規模ネットワークの編成 ○ ○         

セキュリティ管理  ○ ○        

障害管理   ○ ○       

情報セキュリティの基礎    ○ ○      

情報セキュリティ管理     ○ ○     

情報に関する法律      ○ ○    

ソフトウェア開発の基礎       ○ ○   

ソフトウェア開発の手順        ○ ○  

アプリケーションの制作         ○  

 



田辺工業高等学校（全）・情３年・通信技・３１５  

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 通信技術 ２ ３ 情報システム科・選択 

 

科目の概要 
ますます高度化、多様化する社会において、電気通信技術の歴史および電気通信

システムの基本構成について知識と理解を深める。 

学習目標 

 

情報通信に関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を 

育てる。通信の意義がコミュニケーションである面に配慮し、電気通信術等の体 

験を通して通信に関する社会的意義やモラルについても学習を行う。 

 

教科書 通信技術（実教出版） 

副教材等 総合通信実戦問題テキスト 、無線工学の基礎・Ａ・Ｂ 、陸上無線技術士問題集             

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

有線、無線、画像通信に

関する知識を身につけて

いる。入出力機器に関す

る基礎知識を身につけて

いる。通信関連法規の概

要を理解している。基本

的な回路の製作や信号波

形の観測などを正しく行

う知識と技術を修得して

いる。 

通信技術について論理的

な考え方ができる。基礎知

識を正確に理解し、発展的

な考え方ができる。通信に

利用されている技術を正

確に理解し、発表したり報

告書を作成したりできる。 

通信に関連する技術に興

味・関心をもっている。

情報の加工・伝送に関す

る学習に取り組み、活用

する意欲をもっている。 

評価の方法 
評価は定期テストおよび上記の３観点で評価を行います。 

また、提出物や学習への取り組み状況も総合評価とします。 

担当者より 

（注意事項等） 

発展学習として、最新のトピックスをテーマとした関連事項の探究にインターネ

ット等を用いてレポートを提出します。提出は自由で各学期の素点に加点します。 

また、受験は任意ですが、通信に関係する国家試験に挑戦してもらいます。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

有線通信 ○ ○ ○ ○       

無線通信    ○ ○ ○     

通信関連法規    ○  ○     

画像通信       ○ ○ ○  

通信装置の入出力機器         ○  

 



田辺工業高等学校（全）・情３年・コン技・３１６ 

教科 科目 単位数 学年 学科・選択等 

工業 
コンピュータシステム

技術 
２ ３ 情報システム科・選択 

 

科目の概要 コンピュータシステムに関する知識と技術の学習 

学習目標 

工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、

情報処理システムの分析、設計、構築、運用といったコンピュータシステムに関す

る知識と技術の習得と、情報媒体、ネットワークシステム、データベースシステム

における分析、設計、構築、運用、保守など、コンピュータシステムを活用した情

報処理の効率化に必要となる資質・能力を育成する。 

教科書 コンピュータシステム技術（実教出版） 

副教材等 自主作成プリント 

評価の観点 

知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

コンピュータシステム技

術について情報処理シス

テムの運用をふまえて理

解するとともに、コンピュ

ータシステムの活用にお

ける様々な状況に対応で

きる技術を身に付けてい

る。 

コンピュータシステムの

構築と運用に着目して、コ

ンピュータシステムに関

する課題を考え、コンピュ

ータシステムの運用が社

会に与える影響に責任を

もち、科学的な根拠に基づ

き工業技術の進展に対応

し解決する力を身に付け

ている。 

効果的に情報などを処理

するコンピュータシステ

ムの構築と運用について

自ら学ぶ態度や、情報技術

の発展に主体的かつ協働

的に取り組む態度を身に

付けている。 

評価の方法 評価の観点で示した項目をもとに総合的に評価します。 

担当者より 

（注意事項等） 

基本情報技術者試験の内容に即した形で学習を進めていきます。コンピュータシス

テムの総合的な学習です。また、時にはコンピュータを利用して、学習内容の確認

と理解を深めていきます。 

 

◎年間学習計画 

学習内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

コンピュータシステムの概要 ○ ○         

情報のディジタル化   ○ ○       

ネットワーク技術     ○ ○     

データベース技術       ○ ○   

コンピュータシステムの開発と

評価 
        ○  
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